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古
代
荷
札
木
簡
の
平
面
形
態
に
関
す
る
考
察

―
上
半
城
宮

。
平
城
京
跡
出
土
資
料
を
中
心
に
―
―

は

じ

め

に

木
簡
研
究
は
、
「木
簡
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研
究
」
と

「木
簡
を
利
用
し

た
研
究
」
に
大
別
さ
れ
る

（佐
藤

一
九
九
（∝
）。
前
者
の
意
義
は
、　
一
つ
に
は
、

木
簡
を
構
成
す
る
諸
要
素

（記
載
内
容
・
形
態

・
製
作
技
法
な
ど
）
の
検
討
を
積

み
重
ね
る
こ
と
で
木
簡
を
と
ら
え
、
木
簡
を
古
代
社
会
の
中
に
位
置
づ
け
て
い

く
こ
と
に
あ
り
、
も
う

一
つ
に
は
、
「木
簡
を
利
用
し
た
研
究
」
を
行
な
っ
て

い
く
う
え
で
の
基
礎
を
な
す
点
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「木
簡
そ
の
も
の
に
つ

い
て
の
研
究
」
は

「木
簡
を
利
用
し
た
研
究
」
に
比
べ
る
と
、
近
年
、
停
滞
気

味
の
感
が
あ
る
。

木
簡
は
文
字
を
記
す
た
め
に
製
作
さ
れ
た

「も
の
」
で
あ
り
、
発
掘
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
出
土
遺
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
木
簡
を
考
古
学
的
観
点
か
ら
と

ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
考
古
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
前
述
の
木
簡
研
究

の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
と
り
得
る
が
、
特
に

「木
簡
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研

友

田

那

々

美

究
」
に
お
い
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
考
古
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
る

「木
簡
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研
究
」
を
試
み
る
。
具
体
的
に

は
、
古
代
荷
札
木
簡
の
平
面
形
態
に
焦
点
を
し
ば
り
、
①
荷
札
の
平
面
形
態
を

構
成
す
る
各
要
素
の
性
質
に
つ
い
て
整
理

・
検
討
し
、
②
取
り
上
げ
た
要
素
が

「木
簡
を
利
用
し
た
研
究
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
基
礎
と
な
る
の
か
を
示
し
、

③
検
討
を
通
じ
て

「木
簡
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研
究
」
の
研
究
課
題
を
提
示

す
る
、
と
い
う
一一百
いを
目
的
と
し
た
い
。

第

一
章
　
荷
札
木
簡
の
検
討
に
お
け
る
諸
前
提

第

一
節
　
荷
札
木
街
の
定
義

古
代
の
本
簡
は
、
記
載
内
容
に
よ
り
大
き
く

「文
書
」
「付
札
」
「そ
の
他
」

に
分
類
さ
れ
る
。
荷
札
は

「付
札
」
に
含
ま
れ
、
諸
国
か
ら
貢
進
さ
れ
る
調

・

庸

。
中
男
作
物

。
贄
な
ど
の
税
物
に
付
け
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
、
今
泉
隆
雄
氏

が
ま
と
め
た
荷
札
の
記
載
内
容
を
そ
の
分
類
基
準
と
し
た

（今
泉

一
九
七
八
）。



①
貢
進
主
体

（Ａ
）
国
十
郡
十
郷
十

（里
）
十
貢
進
者

（
Ｂ
）
国
十
郡
十
郷
十

（里
）

（Ｃ
）
国
十
郡

（Ｄ
）
国

②
貢
進
物
の
品
目

・
種
目

・
数
量

③
貢
進
年
月
日

荷
札
が
貢
進
物
と
と
も
に
都
城
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
都

城
出
土
の
荷
札
は
そ
の
製
作
国
か
ら
移
動
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
多
く
の
考

古
資
料
と
同
様
、
使
用
を
終
え
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
木
簡

の
加
工
の
し
や
す
さ
と
い
う
特
性
も
考
慮
す
る
と
、
二
次
成
形
の
問
題
を
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め

「製
作

・
機
能
時
の
形
態
＝
廃
棄
時

（出

土
時
）
の
形
態
」
が
以
下
の
検
討
の
前
提
と
し
て
成
立
す
る
か
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、
都
城
出
土
資
料
と
の
比
較
に
適
し
た
製
作
国
出
土
資
料

は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
荷
札
の
製
作
か
ら
廃
棄
の
過
程
に
お
け
る
二
次

成
形
の
必
要
性
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
有
無
に
つ
い
て
推
測
す
る
こ
と
と

し
、
同
時
に
、
荷
札
の
製
作
か
ら
廃
棄
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
も
簡
単
に

ま
と
め
て
お
く
。

荷
札
の
製
作
段
階
に
関
し
て
は
、
郡
段
階
で
の
製
作
が
主
で
あ
っ
た
と
す
る

見
解

谷今
泉

一
九
七
八
他
）
と
、
郷
段
階
で
の
製
作
を
重
視
す
る
見
解

（山
中

一
九
九
二
他
）
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他

「国
衛
様
書
風
」
で
記
さ
れ
た

荷
札
の
よ
う
に
、
国
段
階
で
製
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
製
作
段

階
は
税
目
等
に
よ
っ
て
諸
段
階
が
想
定
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
税
物
が

貢
進
国
を
出
る
ま
で
に
は
荷
札
も
製
作
さ
れ
、
荷
に
付
け
ら
れ
た
。
書
式
や
樹

種
な
ど
二
次
成
形
と
は
関
係
し
な
い
点
に
お
い
て
、
荷
札
木
簡
に
地
域
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る

（東
野

一
九
八
〇
他
）
こ
と
か
ら
も
、
荷
札
と
定
義
さ
れ
て
い

る
木
簡
が
貢
進
国
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

荷
札
が
税
物
に
付
け
ら
れ
る
の
は
、
賦
役
令
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。

賦
役
令
調
皆
随
近
条
に
は
、
繊
維
製
品
に
つ
い
て
、
現
物
ま
た
は
包
紙
に

「国

郡
里
戸
主
姓
名
年
月
日
」
を
記
す
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
令
で
は
繊
維
製

品
に
つ
い
て
の
み
の
規
定
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
他
の
品
目
に
つ
い
て
も
行
な

わ
れ
、
現
物
へ
の
墨
書
が
不
可
能
な
場
合
に
荷
札
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

荷
札
の
具
体
的
な
機
能
の
一
つ
と
し
て
、
帳
簿
と
記
載
内
容
の
照
合
に
よ
る

税
物
の
勘
検
が
想
定
さ
れ
て
」
従
。
同

一
の
記
載
内
容
を
も
つ
複
数
の
荷
札
の

出
土
例

（平
城
宮
三
三
八
。
三
三
九
・
三
四
〇
号
、
平
城
宮
四
二
四
・
四
二
五
号
な

ど
）
か
ら
、　
一
つ
の
荷
に
複
数
の
荷
札
が
付
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
勘
検
用
の
措
置
と
す
る
見
解
が
あ
り

（東
野

一
九
八

〇
他
）、
勘
検
時
に
取
り
除
か
れ
る
札
と
残
さ
れ
る
荷
札
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。

残
さ
れ
た
荷
札
は
、
収
納
後
に
保
管
用
の
札
と
し
て
機
能
し
た
と
の
考
え
方
も

あ
る

（舘
野

一
九
八
五
）。

以
上
の
製
作
か
ら
使
用
の
過
程
に
お
い
て
二
次
成
形
が
行
な
わ
れ
た
と
仮
定

し
た
場
合
、
ど
の
段
階
に
お
け
る
何
の
た
め
の
措
置
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
二
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次
成
形
で
あ
っ
た
の
か
、
整
合
性
の
あ
る
解
釈
は
見
出
し
難
い
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
荷
札
が
荷
札
と
し
て
機
能
し
て
い
る
間
に
は
、
二
次
成
形
は
行
な
わ

れ
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。

荷
札
は
、
遅
く
と
も
消
費
段
階
に
は
取
り
除
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
機
能
終

了
後
の
荷
札
に
は
、
そ
の
ま
ま
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
、
二
次
成
形
を
施
し
転
用

し
た
後
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
荷
札
の
削
暦

（
『城
三
〇
』
三
二
頁
な

ど
）
や
荷
札
を
転
用
し
た
と
思
わ
れ
る
文
書
木
簡

（平
城
宮
二
≡
一一七
号
な
ど
）

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
転
用
を
目
的
と
し
た
二
次
成
形
が
行
な
わ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る

（森

一
九
九
工〇
。
こ
の
こ
と
か
ら
逆
に
、
荷
札
の
記
載
内
容

を
も

っ
た
ま
ま
出
土
し
た
資
料
は
、
基
本
的
に
は
転
用
を
免
れ
た
、
す
な
わ
ち

二
次
成
形
を
免
れ
製
作
時
の
形
態
を
保
っ
た
資
料
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

従

っ
て
、
以
下
の
検
討
は

「製
作

。
機
能
時
の
形
態
＝
廃
棄
時

（出
土
時
）
の

形
態
」
と
い
う
前
提
の
も
と
で
行
な
っ
て
い
く
。

第
二
節
　
荷
札
木
街

の
型
式
番
号
と
形
態

現
在
、
木
街
学
会
で
は
木
簡
の
形
態
分
類
基
準
と
し
て
型
式
番
号
を
設
定
し

て
お
り
、
こ
れ
は
各
報
告
書
な
ど
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
学
会

式
型
式
番
号
の
特
徴
と
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
問
題
点
を
二
点
ほ
ど
あ
げ
て
お

第

一
点
目
は
、
平
城
宮
跡
出
土
資
料
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
型
式
番
号
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

（現
独
立
行
政
法
人
奈
良
文
化
財

研
究
所
）
が
平
城
宮
跡
出
土
資
料
に
対
し
て
用
い
始
め
た
も
の
を
基
礎
と
し
て

い
る
。
し
か
し
地
方
で
出
土
し
て
い
る
木
簡
の
中
に
は
、
内
容

・
用
途
と
も
に

都
城
出
土
品
と
は
異
な
る
も
の
も
あ
り
、
学
会
式
型
式
番
号
で
は
把
握
し
き
れ

な
い
場
合
が
あ
る
。

第
二
点
目
は
、
形
態
を
も
と
に
推
定
さ
れ
る
機
能
を
加
味
し
た
分
類
で
あ
る

点
で
、
形
態
の
詳
述
は
目
的
と
さ
れ
て
い
な
（囃
。
例
え
ば
、
端
部
形
状
の
よ
う

な
細
か
な
差
異
は
こ
れ
に
は
反
映
さ
れ
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
木
簡
の
形

態
を
論
点
と
す
る
本
稿
で
は
、
学
会
式
型
式
番
号
に
基
づ
い
た
形
態
分
類
で
は

不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
側
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

・
向
日
市
教
育

委
員
会

『長
岡
京
本
簡
』
二
、
及
び
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『長
野
県

屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
形
態
分
類
を
参
考
に
、
平
城

宮

。
京
跡
出
上
の
荷
札
を
再
検
討
し
、
平
面
形
態
の
構
成
要
素
を
端
部
形
状

・

切
込
み
の
有
無

。
剣
先
形
の
有
無
の
三
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
形
状
に
よ
っ

て
細
分
類
し
た

（表
こ
。

表

一　
荷
札
木
簡
の
形
態
的
要
素

〇
五

一

〇

一
一

〇
三
三

〇
三
二

〇
三

一

型
式
番
号

直 頭 形 端
部
形
状

尖 頭 形

複数稜形

三角形 切
込
み
形
状

台 形

半円形

稜
あ
り

稜
あ
り

剣

先

形稜
な
し

稜
な
し



端
部
形
状

（図
１
）

直
頭
形
…
端
部
が
直
線
的
に
成
形
さ
れ
た
も
の
。

尖
頭
形
…
端
部
が
山
形
に
成
形
さ
れ
た
も
の
。

複
数
稜
形
…
端
部
に
複
数
の
稜
が
つ
く
よ
う
に
成
形
さ
れ
た
も
の

（尖
頭

形
と
は
区
別
）。
九
み
を
帯
び
た
端
部
も
こ
れ
に
含
め
る
。

切
込
み
形（挺
（図
２）

三
角
形
状
切
込
み
…
木
目
に
対
し
て
斜
行
す
る
二
辺

（
ａ
・
ｂ
）
か
ら
構

成
さ
れ
る
形
状
。

台
形
状
切
込
み
…
ａ
・
ｂ
に
木
目
方
向

へ
の

一
辺

（
↓

が
加
え
ら
れ
た

三
辺
か
ら
構
成
さ
れ
る
形
状
。

半
円
形
状
切
込
み
…
ａ
ｂ
ｃ
の
区
別
が
明
瞭
で
な
く
、
弧
を
描
く
形
状
。

剣
先
形

（図
３
）

稜
あ
り
…
稜
が
つ
く
よ
う
に
削

っ
て
下
部
を
尖
ら
せ
た
、
直
線
的
な
剣
先

形
。

稜
な
し
…
稜
が
な
く
、
滑
ら
か
に
削

っ
て
下
部
を
尖
ら
せ
た
剣
先
形
。

学
会
式
型
式
番
号
で
は
、
〇
五

一
型
式

・
〇
三
三
型
式
は
そ
れ
ぞ
れ

「材
の

一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
」
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
以
下
の

任
意
の
基
準
を
設
け
、
下
部
を
尖
ら
せ
た
形
態
を
、
尖
頭
形
下
端
部
と
剣
先

形
に
区
別
し
て
扱

っ
た
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
〇
五

一
型
式

・
〇
三
三
型

式
と
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
剣
先
形
の
み
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

①
■
②
の
値
が
二
〇
分
の
一
よ
り
大
き
い
時
、
剣
先
形
と
す
る

（図
４
）

〇
三

一
型
式
で
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
も
の

（『城
二
一
匡

二
人
八
な
ど
）
は

剣
先
形
で
は
な
く
尖
頭
形
下
端
部
で
あ
る
と
み
な
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
及
び
尖

頭
形
上
端
部
を
も
つ
資
料
に
つ
い
て
①
■
②
の
値
を
算
出
し
、
そ
の
時
の
最
大

値
二
〇
分
の
一
を
基
準
値
と
し
て
設
定
し
た
。
本
来
は
、
両
者
の
性
質
に
基
づ

い
た
分
類
を
す
べ
き
で
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
そ
の
性
質
に
関
す
る
議
論
は
な

く
、
両
者
を
明
確
に
区
分
す
る
基
準
も
な
い
た
め
、
任
意
の
基
準
値
を
設
け
た
。

以
上
の
各
要
素
が
ど
の
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
の
か
、
次
章
以
降
、
検
討
し

て
い
く
。
検
討
対
象
資
料
に
は
、
平
城
宮
Ｓ
Ｋ
八
二
〇

。
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五

。
Ｓ

Ｄ
二
七
〇
〇

。
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
Ｉ
Ⅱ
区

。
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
出
土
資
料
の
う
ち
特

甲 輸 嚇
図 1 端部形状

勒　　　中中中中中中山】Ｈ日ＷＷＶ
盛

形効日日日日ＷＷＶ
胸

台

切

図 4 剣先形の
分類基準

①左右両辺の肖Jり始めの
2点を結ぶ辺の中点か
ら下部尖頭までの長さ。

②全体の長さ。
図 3 剣先形の形状



に
断
ら
な
い
限
り
は

『平
城
宮
木
簡
』
報
告
分
を
、
ま
た
平
城
京
Ｓ
Ｄ
五

一
〇

〇

。
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
出
土
資
料

答二
条
大
路
木
簡
）
の
う
ち

『平
城
宮
発
掘
調

査
出
土
木
簡
概
報
』
収
録
資
料
を
選
択
し
た
。
原
形
不
明
の
断
簡
と
削
居
は
除

外
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
長
岡
京
跡
出
土
資
料
な
ら
び
に

『平

城
宮
木
簡
』
未
報
告
分
も
用
い
た
。
釈
文
の
掲
示
方
法
及
び
本
文
中

。
図
表
中

の
略
号
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
尾
の
付
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。
形
態
の
観
察
に

は
報
告
書

・
概
報
の
写
真
版
、
及
び
奈
良
文
化
財
研
究
所
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
公
開
さ
れ
て
い
る
写
真
を
用
い
た
。
こ
れ
ら
に
写
真
掲
載
の
な
い
資
料
に
つ

い
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室
の
ご
厚
意

で
、
写
真
台
紙
を
実
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

第
二
章
　
各
形
態
的
要
素

の
検
討

第

一
節
　
端
部
形
状
の
検
討

平
城
宮

・
京
跡
出
土
荷
札
木
簡
の
端
部
の
多
く
は
直
頭
形
で
あ
る
。
二
条
大

路
出
土
荷
札
木
簡
を
サ
ン
プ
ル
に
、
各
端
部
形
状
の
比
率
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

直
頭
形
端
部
が
七
八

・
九
％
を
占
め
、
尖
頭
形
は
一
一
・
四
％
、
複
数
稜
形
は

九

・
七
％
で
あ

っ
た

（サ
ン
ブ
ル
総
数

〈以
下
、
Ｎ
と
す
る
〉
＝
九
七
（倒
）
。
そ
こ

で
直
頭
形
と
そ
れ
以
外
と
い
う
観
点
か
ら
、
直
頭
形
で
は
な
い
端
部
形
状
の
出

現
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

荷
札
の
製
作
国
に
よ
る
端
部
形
状
の
傾
向
の
違
い
を
検
討
す
る
た
め
、
直
頭

古代荷札木簡の平面形態に関する考察

図 5 直頭形以外の端部を有する荷札の比率
端部形状に関わりなく、全遺構を通じた荷札の出土点数 (総出土点数)が 10点以
上の国を対象としている。上下両端とも形状不明の資料は、総出土点数から除外。
国名下の ( )内の数値は、総出土点数を表わす。

∽
・００

越
前
（１４
）

若
狭
（４４
）

近
江
（６２
）

安
房
（３４
）

武
蔵
（１２
）

伊
豆
（８７
）

駿
河
（５２
）

参
河
（９０
）

尾
張
（２０
）

志
摩
（５０
）

因
幡
（１２
）

隠
伎
（４５
）

周
防
（１１
）

備
中
（１１
）

備
前
（２８
）

美
作
（１０
）

播
磨
（１９
）

紀
伊
（１８
）

讃
岐
（２５
）

阿
波
（１０
）

伊
予
（２４
）
瞬爛 尖頭形  鰯に 複数稜形  ■■ 尖頭形十複数稜形  ■■ 直頭形のみ



形
以
外
の
端
部
を
有
す
る
荷
札
に
つ
い
て
、
各
国
の
荷
札
に
お
け
る
比
率
を
算

出
し
た

（図
５
）。
各
国
と
も
直
頭
形
端
部
の
比
率
が
高
い
点
は
共
通
し
て
い

る
が
、
直
頭
形
以
外
の
端
部
を
有
す
る
荷
札
の
比
率
に
は
国
に
よ
つ
て
差
が
認

め
ら
れ
る
。
播
磨

・
隠
伎

・
伊
豆
な
ど
は
、
他
国
に
比
べ
直
頭
形
以
外
の
端
部

を
有
す
る
荷
札
の
比
率
が
高
い
国
と
言
え
よ
う
。　
一
方
、
志
摩

・
参
河
な
ど
は

直
頭
形
以
外
の
端
部
の
比
率
が
相
対
的
に
低
い
。
さ
ら
に
、
播
磨

・
伊
豆
は
尖

頭
形
、
隠
伎
は
複
数
稜
形
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
端
部
形

状
は
直
頭
形
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
直
頭
形
以
外
の
端
部
の
出
現
傾
向
は
国
に

よ
っ
て
異
な
り
、
さ
ら
に
、
尖
頭
形
の
傾
向
の
あ
る
国
と
複
数
稜
形
の
傾
向
の

あ
る
国
と
に
分
か
れ
る
。
た
だ
し
、
図
５
の
資
料
は
大
半
が
二
条
大
路
出
土
資

料
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
以
上
で
指
摘
し
た
端
部
形
状
の
傾
向
が
人
世
紀
を
通

じ
た
傾
向
で
あ
る
と
は
断
じ
難
く
、
二
条
大
路
木
簡
の
時
期
に

一
時
的
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
別
の
時
期
に
は
別
の
傾
向
が
現
わ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

点
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

次
に
、
こ
の
よ
う
な
国
別
の
相
違
が
、
何
に
起
因
す
る
の
か
を
検
討
し
て
い

く
。
ま
ず
、
国
に
よ
る
貢
進
物
の
相
違
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、

直
頭
形
以
外
の
端
部
を
有
す
る
荷
札
の
比
率
が
相
対
的
に
高
い
国
の
貢
進
物
を

あ
げ
る
と
、
隠
伎
の
海
藻

・
腹
な
ど
の
海
産
物
、
播
磨
の
米
、
伊
豆
の
堅
魚
な

ど
で
あ
り
、
貢
進
物
に
共
通
点
は
見
出
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
尖
頭
形

・
複
数

稜
形
端
部
は
特
定
の
貢
進
物
に
応
じ
た
形
状
で
は
な
く
、
端
部
形
状
の
傾
向
の

相
違
は
、
貢
進
物
の
相
違
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

端
部
形
状
の
相
違
を
考
え
る
糸
日
と
し
て
は
、
今
泉

・
山
中
両
氏
に
よ
る
長

岡
京
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
Ｉ
Ｂ
層
出
土
の
近
江
国
の
木
簡
群

（以
下
、
便
宜
的
に
近
江

国
綱
丁
木
簡
群
と
称
す
）
の
分
析
が
、
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る

（今
泉

一
九
八
四
、

山
中

一
九
九
一
一
。
両
氏
の
分
析
に
基
づ
い
て
、
近
江
国
綱
丁
木
簡
群
を
概
観

し
て
お
く
。

こ
の
木
簡
群
は
、
形
態
に
よ
り
二
群
に
分
類
さ
れ
る
。

Ａ
群
　
上
端
…
尖
頭
形
　
下
端
…
尖
頭
形
十
五
九
―
六
二
号

（六
二
号
の
み
下
端
欠
損
）

。
近
江
国
米
綱
丁
大
友
醜
麻
呂

・

　

五

月

十

三

日

「
安

万

呂

」
　

　

　

　

μ
圏

お

り
×
ω

Ｐ

Ｐ
盆

九
号
）

Ｂ
群
　
上
端
…
直
頭
形
　
下
端
…
直
頭
形
十
六
三
―
六
六
号

（六
四
号
の
み
下
端
欠
損
）

。
近
江
国
米
綱
丁
大
友
醜
麻
昌

・

　

　

五

月

七

日

「
肋

麻

呂

」

　

　

　

　

岸
営

登

『
×
Ю

常

μ

（
△

一写

）

山
中
氏
の
観
察
に
よ
る
と
、
Ａ
群
と
Ｂ
群
は
製
作
技
法
が
異
な
る
二
群
で
あ

り
、
製
作
技
法
は
署
名
者

（安
万
呂
・
肋
麻
呂
）
に
対
応
し
て
い
る
と
」
拠
。

以
上
の
分
析
か
ら
、
Ａ
群

・
Ｂ
群
間
に
認
め
ら
れ
る
端
部
形
状
差
は
、
製
作

者
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
と
い
え
る
。
Ａ
群
と
同
じ
製
作
技
法
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
、
や
は
り
安
万
呂
の
署
名
を
も
つ
木
簡

（長
岡
一昼
ハ
七
号
・
〇
五
一
型
式
）

の
上
端
部
が
尖
頭
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
端
部
形
状
差
は
製
作
者
の
相
違
に

よ
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。



古代荷札木簡の平面形態に関する考察

平
城
京
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
出
土
の
近
江
国
坂
田
郡
上
坂
郷
の
庸
米
荷
札

（『城

二
四
』
二
五
五
ｔ
二
七
九
、
『城
二
九
』
三
七
三
―
三
九
七
、
近
江
国
坂
田
郡
庸
米
荷
札

群
と
称
す
）
も
、
山
中
氏
に
よ
っ
て
製
作
技
法
の
検
討
か
ら
大
き
く
二
群
に
分

類
さ
れ
て
い
る

（山
中

一
九
九
一
し
。
こ
の
荷
札
群
に
お
い
て
も
、
直
頭
形
と

尖
頭
形
の
端
部
は
そ
れ
ぞ
れ
の
技
法
に
対
応
し
て
い
る
。
製
作
技
法
の
相
違
は

恐
ら
く
製
作
者
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
近
江
国
坂
田
郡
庸
米
荷

札
群
の
例
か
ら
も
、
端
部
形
状
差
が
製
作
者
の
相
違
に
よ
る
こ
と
が
う
か
が
え

ＺＯ
。上

記
二
例
に
基
づ
き
、
図
５
に
認
め
ら
れ
た
国
に
よ
る
端
部
形
状
の
傾
向
の

相
違
も
、
荷
札
の
製
作
国
が
異
な
る
＝
製
作
者
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と

考
え
る
。
さ
ら
に
、
同

一
国
内
に
お
い
て
直
頭
形
と
そ
れ
以
外
の
形
状
が
見
ら

れ
る
こ
と
も
、
製
作
者
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
同

一
国
内
に

お
け
る
端
部
形
状
の
相
違
に
つ
い
て
、
隠
伎
国
及
び
伊
豆
国
の
荷
札
木
簡
を
例

に
考
察
す
る
。

隠
伎
国
の
荷
札
に
は
、
直
頭
形
以
外
の
端
部
形
状
と
し
て
複
数
稜
形
が
見
ら

れ
る

（表
一
一
。
端
部
形
状
の
傾
向
は
、
海
部
郡
と
他
郡
で
日
立

っ
て
異
な
り
、

複
数
稜
形
端
部
は
海
部
郡
に
集
中
し
て
い
る
。
さ
ら
に
細
か
く
見
る
と
、
郷
ご

と
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る

（御
宅
郷
と
他
郷
）。

隠
伎
国
の
荷
札
の
製
作
段
階
に
つ
い
て
、
製
作
技
法
が
同
郷
内
で
共
通
す
る

こ
と
か
ら
、
郷
段
階
で
製
作
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る

（山
中

一
九
九
一
一
。

郷
段
階
で
の
製
作
は
、
書
式
の
比
較
か
ら
も
指
摘
で
き
る

（表
一
Ｃ
。
隠
伎
国

（
・２
）

の
荷
札
で
は
、　
一
部
例
外
を
除
き
、
記
載
を
途
中
か
ら
割
書
き
に
す
る
。
記
載

内
容
の
ど
の
段
階
か
ら
割
書
き
に
す
る
か
と
い
う
点
で
分
類
し
た
。
郡
名
か
ら

割
書
き
に
す
る
ｂ
は
海
部
郡
に
の
み
見
ら
れ
、
さ
ら
に
年
紀
ま
で
を
割
書
き
に

す
る
か
否
か
で
、
違
い
が
郷
ご
と
に
現
わ
れ
る

（海
部
郡
布
勢
郷
と
海
部
郷
、
周

吉
郡
新
野
郷
と
山
部
郷
な
ど
）
こ
と
か
ら
、
製
作
は
郷
段
階
で
行
な
わ
れ
た
と
す

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
（坦
。
す
る
と
、
隠
伎
国
内
に
見
ら
れ
る
端
部
形
状
差
は
、

製
作
郷
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

伊
豆
国
の
荷
札
木
簡
に
は
、
直
頭
形
外
の
形
状
と
し
て
は
尖
頭
形
端
部
が
多

く
見
ら
れ
る
。
中
で
も
図
６
の
よ
う
に
端
部
を
鋭
く
尖
ら
せ
た
荷
札
が
、
二
条

大
路
か
ら
多
く
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
尖
頭
形
端
部
の
出
現
に
つ
い
て

郡
郷
別
に
ま
と
め
た

（表
（聾
ず
。
伊
豆
の
調
荷
札
に
は
、
主
に
〇
三

一
型
式

。

〇

一
一
型
式
が
見
ら
れ
る
（漣
、
特
定
の
形
態
に
特
定
の
端
部
形
状
が
対
応
し
て

い
る
例
は
な
い
。
〇
三

一
型
式
と
〇

一
一
型
式
で
は
装
着
方
法
が
異
な
っ
て
い

た
こ
と
が
想
像
で
き
る
が
、
荷
札
の
装
着
方
法
と
端
部
形
状
の
関
連
は
う
す
い

と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
隠
伎
国
と
同
様
に
、
郡
ご
と
に
相
違
が
生
じ
て
い
る

点
が
注
目
さ
れ
る
。
尖
頭
形
端
部
が
賀
茂
郡

・
那
賀
郡
に
集
中
す
る

一
方
で
、

田
方
郡
で
は
直
頭
形
端
部
が
多
い
。
ま
た
、
賀
茂
郡

・
那
賀
郡
内
で
も
、
尖
頭

形
端
部
が
見
ら
れ
る
郷

（賀
茂
郡
色
日
郷
、
那
賀
郡
射
鷲
郷
な
ど
）
と
見
ら
れ
な

い
郷

（賀
茂
郡
賀
茂
郷
、
那
賀
郡
都
比
郷
な
ど
）
に
大
ま
か
に
分
か
れ
る
よ
う
だ
。

伊
豆
国
の
荷
札
に
つ
い
て
も
、
製
作
技
法
や
筆
跡
の
異
同
か
ら
、
郷
段
階
で
の

製
作
が
推
定
さ
れ
て
い
る

（寺
崎

一
九
九
〇
、
山
中

一
九
九
一
Ｃ
。
こ
れ
に
従
え



表
二
　
一
一条
大
路
出
上
の
隠
伎
国
荷
札
木
簡

一
覧

端
部
　
＊
…
複
数
稜
形
端
部
　
無
印
‥
直
頭
形
端
部

＊
＊
…
尖
頭
形
端
部
　
×
…
欠
損
に
よ
り
形
状
不
明

書
式
　
す
べ
て

「国
十
郡
＋
郷
十
里
＋
貢
進
者
」
。
割
書
の
開
始
段
階
と
年
紀

の
記
載
方
法

で
分
類
。

ｂ
…
郡
名
か
ら
　
ｃ
…
郷
名
か
ら
　
ｄ
‥
そ
れ
以
下
　
′
‥
年
紀
は
割
書
に
し
な
い

型
式
香
号
は
す
べ
て
〇
三

一
型
式
で
あ
る

（原
形
不
明
の
も
の
は
表
か
ら
除
外
）
。

表
三
　
一
一条
大
路
出
上
の
伊
豆
国
調
堅
魚
荷
札
木
簡

一
覧

〈田
方
郡
〉

層

若

潮

海
部
郡

智
夫
郡
郡

L 山
一
山
一
山
一
山
一
1聖 |コ

陵

支

側

御
宅
郷

仰

宅

郷

作

隆

作

睦

昨

陸
作
佐
郷

降

睦

側

降

睦

側

作
佐
郷

海
部
郷

海
部
郷

悔

卸

卿

殉

報

ロ

布
勢
郷

布
勢
郷

妥
多
幻

（市
勢
郎
）

為

ラ |ぬ
由
良
郷

圭

良

側
須【

上 *
＊

＊
* * * * * * × * * * * * * * * 上

端
部

×

|

* * * * * * * × 下

上 d b
書
式

ご
|」
ご ご ご ビ ざ ざ ざ ざ b b

天
平
七

天
平
七
?
天
平
Ｆ

天
平
七

天
平
七

天
平
七

天
平
七 七 七

天
平
七

天
平
大

大

一

天
平
十

天
平
七

ズ

評

七

天

平

七

天

平

七

天

平

七
|

爪

〓

天

イ
芙 天

平

七

天

平

大
|

天

平

七
|

年
紀

翔

』

Ｌ 調 調斐 訴 調 藝環 茅 訴 訴 9
| | 訴 |

税
目

浩
“
世

卸

双 烏
酷
海
藻

実

３
鳥
賊

若
海
藻

実

朝 塀

宙

取

惨

海
□

止

置

縫

実

覇

雹

鰺

開

聯

鯵

一二
的 甥

漉

藤 ?

類

勾

業

た 甕
貢
進
物

´
三
九
―

四

一

| | |上
|

嚇

一

十
一
一九
九

城
一
城
一
城
一
城
一
城
一

十
一一６

二

|

城
一

|

城
一
城
一
城
一
城
一

| | |

城
一
城
一

出
典

三

〓

十
三
七
九

三
四
十

二
九

九
―
四
二
七

十
四
三
七

一

十

一

四
十

三ヽ

〇

三

一十
一一モ

十
四
二

一十
一一一六
九

一
―
四

四
十

|

四
十

|

九
―
四
三
二

|

九
十

四

一十
一三
〈
八

九
―
四
二
五

一十
一三
ハ
七

三
十

一三

〈八
二
人

四

二
人

○

八 〇

一

Ｃ

Ｃ

七
五
七
〇

一九
八
七
三
七
四
七
八
七
七
七

役
追

剤
君F

由 良

〓

良

側

川
内
郷

河
内
郷
独h

＊

＊
× 上

＊

＊
* × 下

d b 書
式

| |

天
平
六
?
天
平
七

年
紀

| 張 ? 調
税
目

乃

Ｒ
9
三

瞬

貢
進
物

十
三

八

八

城 荒 城

出
典

ギ
ー
三

八
★

〒十
三
八
七

九
―
四
二
九

一十

三

八

五

右

雑

刻

棄
妄
刻
姻焉

馘

圧

里

多
賀
里

田
我
里

（田
我
）里

多

雰

堅

ワ ?
詣

傍

堅

詩

踪

里

開

律

里亘
1豊

瀬
埼
里

瀬
前
里
里

＊

＊
|

上

× ×
＊

＊ 上 × 下

天
平
七
年

一
〇
月

天
平
七
年

一
〇
月

|

天
平
七
年

一
〇
月

? ?

天
平
七
年

一
〇
月

天
平
七
年

一
〇
月

ズ

平

七

年

一
Ｃ

月

一
Ｃ
月

天
平
七
年

一
〇
月

天
平
七
空
‐

「天
平
七
年
一
〇
月
」

9 ?
|

年
紀

竪

餡

荒

堅
魚

荒

堅
・

聖
川
邸
≡
一
9 9

荒

堅

争

舜

翼

御

弄

翌

鮨

墾

魚

荒

望

徽

荒

堅
魚
9

秀

璽

焦

品
目

○ 〇 ○ ○ ○ 99 番 型

九 九 三
1死 九

号 式

| | |

城

一

| |

一三

十

城
二
四
十

| | | |

幕

五
|

城

二

四
十

|

嫉

一

|

出
典

五

七

五

★
四
七
四

★

一四 五 五

大
四
三
五
三
五
二
五

一

五

五

一四

四

一五

四
三
四

五

〇

一四
三



´

塘

刻
娠ト

阪

本

里

顔

小

里

塀

上

堅

坂

上

里

上

里
里

× × 上
1彗

下1顎

9

天
平
七
年

一
〇
月

）天
平
七
年
九
月

）天
平
七
年
九
月

）天

平

七
年

九

月

）天
平

七
年

九

月

天

平

七

年

九

月

天
平
七

年

一
Ｃ
月

年
紀

9

飛

堅

榮

荒

璽
角

斎

翼

俸 一鋒 一色
朴

一儀
ド

品
目

〇
三
九

○
番型
号式

方 九

一三

十

一三

全

城
二
四
十

城
≡

一―
|

城

三
四
十

| |

嫉

三

〓
― 出
典

五
人

四

四

三

七
五
九
四
九
匹

八

布

村

刻

色
日
郷

套

表

刻

築

暗

刻

川
津
郷

三
嶋
郷
独ト

キ 湯

辺

里

湯
辺
里

警

羹

邸

避

語

里

＝
些

一邸

一
下陶
翌

ｍ
票
挙

陽

∃

里
里

堅 里 里

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊ 上

×
*
* ×

＊

＊

*
* ×

＊

＊
× ×

?

弓

天
平
七
年

）天
平
七
年

）天
平
七
年

）天
平
七
年

①
天
平
七
年
一

）天

平

八

年

）天

平

七

年
9 年
紀

日 弓 月 月

Ｃ

月
〇
月
○
月
○
月
○
月
一

）月 ）月

? 9

荒

望

争

斎

翼

角

斎

望

無

斎

望

静

荒
堅
魚

煮

堅

徽
?
品
目

〇
三
九

〇

三

一

〇

三
九

〇

三

一

一三
九

○ 〇
三
○ 〇
三 可 ）三

一
一

）三
九

番型
号式

城
三

一
十
三
七
〇

| | |

四

十 | | | | | | |

三

十

一

一
羽
―
上

| |

城

三

一
一十

一

出
典

七 七 七
〇

κ 七
入

六

七
六
二

羽 七
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〈賀
茂
郡
〉

奈

巨

固

入
間
刻

嶽
比
翔

石
火
刻

射
鷲
郷

月
利

刻
郷

肛
萌

里
|

荒

良

堅

売

良

里

中

間

里

□
洲
里

有

吏

里

有

責

堅

腸

逐

里
|

石
火
里

| | | |

和
太
里

社

太

里

江

田
里

洒

圧

壁
里

＊

＊

＊

＊
×

＊

＊
×

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
上
瑞

軒

膨

伊× ×
＊

＊

＊

＊
×

＊

＊

＊

＊

＊

＊
× × 下

?
|

?

天

平
七

年

九

月

天

平

七
年

九

月

）
「天
平
七
年
九
月

一

）天

平

七

）天
平
七
年

九

月

天
平

七
年

九

月

太
平
七
年

九

月

一

一
日

|

天
平
七
年
九
月

一
一
日

| |

月

一

一
日

ス

平

七

年

九

月 月

天
平
七
年
九
月

入

平

七

年

九

一

|

9 年
紀

? 9
翌

色
（

荒
堅
魚

離

堅

争

講

墾

静

望

争
竪
|

翌

角
堅
魚

翼

静
堅
魚 餡 饉 一缶

¨

舜

望

静
9 一徽 一色

一

榮

品
目

〇
三
九

〇
三
九

○ ○ 〇 〇 〇

三

一

①
三
九

番型
号式

九 九 九

城
三

一
十
一三
ハ
六
ｂ

城
三
一
一十
二
九
四
ｃ

城
三

一
ｌ
ｒ

八

|

城

三

一
一―

城
二
四
十

| | | | | | | | | |

十
一
天

六

・―

二

人

八

十

一
毛

八

十

三
七

九

十
二
七
七

城
二
一
一十
二
七
六

出
典

九 九 四
七
九

一
ａ

九
〇
ａ

八
九

八

五

入

四

ａ

八 八

二

ａ

八 八 八

〈那
賀
郡
〉

端
部
　
＊
＊
…
尖
頭
形
端
部

（図
６
参
照
）
　

×
…
欠
損
に
よ
り
形
状
不
明

年
紀
　
○
…
表
面
に
記
載
　
無
印
…
裏
面
に
記
載
　
　
出
典
欄

の
ａ
は
中
郡
、
ｂ
は
奈
賀
郡
と
表
記
。

ｃ
は
浮
浪
人
。

調
堅
魚
も
し
く
は
調
堅
魚
と
推
定
さ
れ
る
荷
札
の
う
ち
、
郡
名
以
上
が
判
明
す
る
資
料
を
対
象
と
し
た
。

図 6 尖頭形端部を有
する伊豆国荷札木簡

(城22293)S=1/4
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ば
、
隠
伎
国
と
同
様
に
、
端
部
形
状
差
は
荷
札
を
製
作
し
た
郷
の
相
違
に
よ
る

も
の
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

隠
伎

・
伊
豆
両
国
と
も
郷
段
階
で
の
製
作
が
指
摘
さ
れ
、
端
部
形
状
差
や
書

式
も
、
こ
れ
と
矛
盾
し
な
い
様
相
を
呈
し
て
い
る

一
方
で
、
郡
ご
と
の
相
違
の

方
が
よ
り
明
瞭
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
隠
伎
で
は
書
式
や
端
部
形
状
の

分
布
が
海
部
郡
と
他
郡
で
大
き
く
異
な
り
、
伊
豆
で
は
端
部
形
状
の
他
に
も
、

年
紀

（表
か
裏
か
）
や
貢
進
物
の
表
記

（「堅
名
建
か

「荒
欺
鯉
し

な
ど
で
郡
ご

と
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
重
視
し
て
郡
段
階
の
製
作
と
す
る
見
解
も
あ

る

（亀
谷

一
九
九
五
ｂ
）。
し
か
し
、
隠
伎
国
海
部
郡
内
の
書
式
ｂ
に
顕
者
で
あ

る
よ
う
に
、
郷
段
階
で
の
相
違
は
郡
ご
と
の
特
徴
を
小
分
類
し
た
よ
う
な
相
違

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
荷
札
が
郡
主
導
の
も
と
、
郷
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
を
反
映

し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
こ
に
収
税
の
あ
り
方
も
反
映
さ
れ
て
い
る
な
ら

ば
、
障
伎
国

。
伊
豆
国
で
は
郡
の
指
導
の
も
と
各
郷
で
海
産
物
や
堅
魚
の
加
工

を
行
な
い
、
荷
を
作
り
、
荷
札
を
付
け
た
と
い
う
収
税
の
枠
組
み
が
推
定
さ
れ
、

郷
が
収
税
の
単
位
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
の
一
端
が
、
荷
札
の
様
相
か
ら

う
か
が
わ
れ
る
。

同

一
国
内
に
お
け
る
端
部
形
状
差
を
生
む
別
の
要
因
と
し
て
、
直
頭
形
端
部

を
有
す
る
荷
札
と
直
頭
形
以
外
の
端
部
を
有
す
る
荷
札
の
使
い
分
け
、
と
い
う

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
に
関
す
る
検
討
を
補

っ
て
お
く
。
図
７
は
、

前
掲
の
二
条
大
路
出
土
の
隠
伎
国
荷
札
木
簡

（①
）
と
伊
豆
国
荷
札
木
簡

（②
）
に
つ
い
て
、
直
頭
形
の
み
の
資
料
と
尖
頭
形

・
複
数
稜
形
端
部
を
有
す

る
資
料
の
出
土
点
数
を
、
調
査
時
の
小
地
区
ご
と
に
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

仮
に
端
部
形
状
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
使
い
分
け
が
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
尖
頭

形

・
複
数
稜
形
端
部
の
荷
札
と
直
頭
形
端
部
の
荷
札
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
廃
棄

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
図
７
の
通
り
、
尖
頭
形

・
複
数
稜
形
端
部
を

有
す
る
荷
札
と
直
頭
形
の
み
の
荷
札
の
分
布
に
偏
り
は
な
い
。
伊
豆
国
に
関
し

て
は
、
Ｕ
Ｏ
四
二
に
直
頭
形
端
部
が
集
中
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
こ
の

（
・７
）

地
区
に
田
方
郡
の
荷
札
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
尖
頭
形

端
部
を
有
す
る
荷
札
は
、
Ｕ
Ｏ
三
人
Ｉ
Ｕ
Ｏ
四
人
か
ら
目
立
っ
た
偏
り
は
な
く

出
土
し
て
い
る
。
従

っ
て
尖
頭
形

・
複
数
稜
形
端
部
を
有
す
る
荷
札
は
、
直
頭

形
端
部
の
み
の
荷
札
と
分
け
ら
れ
た
状
態
で
廃
棄
さ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
り
、
両
者
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ

Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
で
は
、
国
ご
と
に
荷
札
の
出
土
点
数
の
ピ
ー
ク
が
現
わ
れ
る
小

地
区
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
隠
伎

・
伊
豆
の
荷
札
も
国
単
位
で
廃
棄
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

荷
札
の
端
部
は
直
頭
形
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
国
に
よ
っ
て
は
、
直
頭
形

を
基
本
と
し
な
が
ら
も
尖
頭
形
や
複
数
稜
形
の
傾
向
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
国
に
よ
る
端
部
形
状
の
傾
向
の
相
違
は
、
国
ご
と
の
貢
進
物
に
よ
る
の
で

は
な
く
、
製
作
国
の
相
違
＝
製
作
者
の
相
違
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
形
状
の
傾
向
を

「地
域
性
」
と
す
る
か
は
別
の
問
題
で
あ
り
、
資
料

数
の
限
ら
れ
た
現
状
で
は
、
そ
こ
ま
で
解
釈
を
拡
大
す
る
こ
と
は
控
え
た
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
端
部
形
状
の
変
化
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
と
ら
え
て
い
く
こ
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図 8 SD5100地 区割図 (F平城京左京二条二坊・三条二坊発掘調査報告』より)

と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

同

一
国
内
に
お
け
る
端
部

形
状
の
相
違
も
、
形
状
差

に
よ
っ
て
両
者
が
区
別
さ

れ
て
い
た
と
い
う
の
で
は

な
く
、
製
作
郡

・
郷
の
相

違
Ｈ
製
作
者
の
相
違
に
よ

っ
て
生
じ
た
も
の
と
考
え

る
。
ま
た
端
部
が
ど
の
よ

う
な
形
状
で
あ

っ
て
も
、

た
と
え
同

一
国
か
ら
の
荷

札
の
端
部
形
状
が
揃

っ
て

い
な
く
て
も
、
荷
札
が
機

能
す
る
う
え
で
支
障
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
わ

か
る
。
現
時
点
で
は
、
端

部
形
状
は
荷
札
の
機
能
と

の
本
質
的
な
関
連
は
も
た

な
い
、
製
作
者
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
要
素
で
あ

る
と
し
て
お
く
。

(出土点数)
10「――一――

賜 複数稜形端部を有する荷札

國 直頭形端部のみの荷札

厖物 尖頭形端部を有する荷札

騒劉 直頭形端部のみの荷札

・H露「



第
二
節
　
切
込
み
形
状

の
検
討

荷
札
に
施
さ
れ
た
切
込
み
は
、
組
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ

れ
は
紐
が
か
か
っ
た
状
態
で
出
土
し
た
荷
札
の
例

（平
城
宮
三
〓
一号
な
ど
）
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
（誕
ｏ
文
書
木
簡
の
中
で
も
、
進
土
木
簡
に
切
込
み
が
施
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
切
込
み
は
物
品
に
添
え
る
と
い
う
機
能
と
深

く
関
連
し
た
要
素
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

二
条
大
路
出
土
の
荷
札
木
簡
を
対
象
に
各
切
込
み
形
状
の
比
率
を
算
出
し
た

と
こ
ろ
、
冨
一角
形
」
人
○

・
五
％
、
「台
形
」

一
五

・
六
％
、
「半
円
形
」

つ
の
の
%
0
0

0%

四

。
○
％
と
な
っ
た

（Ｎ
＝
八
九
（型
）。
切
込
み
は
、
三
角
形
状
切
込
み
が
圧
倒

的
に
多
い
。
そ
こ
で
、
三
角
形
状
以
外
の
切
込
み
の
出
現
に
つ
い
て
、
ま
ず
検

討
し
て
い
く
。

対
象
と
し
た
全
遺
構
出
土
資
料
の
う
ち
、
形
状
の
判
明
す
る
切
込
み
が
二
箇

所
以
上
残
存
し
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
、　
一
点
の
資
料
内
に
お
け
る
形
状
の
組

合
せ
を

「三
角
形
の
み
」
Ｆ
一角
形
と
そ
れ
以
外
の
形
状
が
併
存
」
冨
一角
形
を

含
ま
な
い
」
の
三
パ
タ
ー
ン
に
分
け
、
各
パ
タ
ー
ン
の
比
率
を
算
出
し
た

（図

（理
）。
図
９
か
ら
、
全
体
に
対
す
る
三
角
形
状
切
込
み
の
比
率
の
高
さ
が
指
摘

で
き
る
。
さ
ら
に
、
台
形

・
半
円
形
状
切
込
み
は
、
そ
の
形
状
の
み
と
い
う
場

合
は
少
な
く
、
三
角
形
状
切
込
み
と
の
併
存
が
多
い
点
は
注
目
さ
れ
る
。

台
形

・
半
円
形
状
切
込
み
の
現
わ
れ
方
を
、
国
別

。
部
位
別
に
示
し
た
の
が

表
四
で
あ
る
。
な
お
、
表
に
は
台
形

・
半
円
形
状
切
込
み
を
有
す
る
荷
札
が

一

〇
点
以
上
出
上
し
て
い
る
国
に
加
え
、
注
目
す
べ
き
事
例
と
し
て
因
幡
国
を
あ

わ
せ
て
掲
載
し
た
。
筑
前
国
か
ら
大
学
府
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
大
学
府
で
製

作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
西
海
道
と
い
う
単
位
で

一
括
し
て
扱

っ
て
い

る

（詳
細
は
後
述
）。
こ
の
表
か
ら
も
、
西
海
道
及
び
因
幡
国
を
除
き
、
台
形

・

半
円
形
状
切
込
み
は
、
や
は
り
三
角
形
状
切
込
み
と
併
存
す
る
場
合
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
切
込
み
の
施
さ
れ
る
部
位
に
も
統

一
性
は

な
い
。
こ
の
よ
う
な
台
形

・
半
円
形
状
切
込
み
の
出
現
傾
向
か
ら
、
台
形

・
半

円
形
状
切
込
み
に
特
別
な
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
台
形

・
半
円
形
状
切
込
み
の
多
い
国
は
、
も
と
も
と
切
込
み
を
有
す
る
荷

図 9 切込み形状の組合せと各組合せの比率 (N=394)

100ワι

509ち

台形半円形を含む  荷札全体
N=161     N‐ 792

図10 荷札木簡の木取りと切込み形状

暉∃三角形のみ

鯵霧三角形と他形状が併存

厖2三角形を含まない

躙 板目 物 紅目
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表
四
　
台
形

・
半
円
形
状
切
込
み
の
現
わ
れ
方

象
宅

■

（
八

〇
）

隆

嶺

（
四

四
）

一に
序
ｆ

△ × × × × ハ
一 D △ △ ■ ■ × △ △ × × △ △ × △ ハ

一 ■ × □
左
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■ × × ■ × ■ D △ × △ △ × ● ハ一 Λ一 Λ
一
盗 ■ ■ × ■ △ × ■

為

上

△ ● / × × / / ■ Λ
一 / へ一 / D △ ■ △ △ △ ヘ Λ

一
ハ
一 /

左
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△ △ / / / ■ △ / D / ● △ △ ハ
一
× ■ △ × ■ ロ × /

右
下

○ ○ C 〇
一
C ○ C ○ ○ ○ （〕

一
Э 〇
一

〇

一
〇
一
〇 〇
一

〇

一
○ ○ ○ ○ ○ 〇

一

聖

武

九 九 九 九
一九 九 九

番
ロ
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|

城
二
四
十

| |

城

三

一
―

| | |

十

一
九
六

| 十

一
人
九

十

一
八

一

城

三

一
一―

二
九
〇 |

城
一
九
―
四

| |

城
三
四
十
二
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城
三
一
一十
一

平
三
二
九

一

平
三
二
四
九

出
典

え 七
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七
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Ｄ

五

三

〇
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Ｄ
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Ｄ

四
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五
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〇

Ｓ

Ｄ

五

一
〇

〇

Ｓ

Ｄ

三

〇

三

五

逼

薦

伊
豆

（一全
ハ
）

一玉
一立
」

● △ △ ■ △ × 企 ■ × ハ
一
Λ
一

× × △ △ × ロ × Λ一 D
生

上

× × △ △ × △ Λ
一
× △ × ■ △ ハ

一
△ × ロ ■ Λ一 ●

Λ
一
× Λ
一
ハ
一

右
上

/ ロ / ■ △ × △ / / へ一 × / Λ一 × □ △ / × × × ハ一 へ一 ハ一
圧
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〇
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式
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番
ロ
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十
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五
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≡
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歯
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二
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〇
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〇 〇 〇
一

〇

一
〇 ○ 〇 〇
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○
塾
式

九 九
一九 一九 方
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五

平 平 平 平 平 平 平 平 平 平
四
六
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七
十

二
九

四

城
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四
十
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九
三

城
三

一
十
四

一
八

十
三

五
九

嫉

三

三
十

三

五
八

平
四
六
六
三
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四

一五

平
三
三

一

平
二
九
〇
〇

城
二
九
―
四
〇
人

| |

十
三

三
二

城
一

|

子
―
四
四
〇

八
七
八
五

九

八
八
四
九
五
九
四
九
三

九

〇
八
六
二

人

八

三
八
七

九
二

八

三

八 一一一エハ

Ｓ

Ｄ

五

一
〇

〇

Ｓ

Ｋ

八

二

〇

Ｓ

Ｄ

三

〇

三

五

Ｓ

Ｋ

八

三
〇

Ｓ

Ｄ

四

一
〇

〇

Ｓ

Ｄ

五

三

〇

〇

Ｓ

Ｄ

五

一
〇

〇

Ｓ

Ｄ

四

一
〇
〇

Ｓ

Ｋ
八

三
〇

Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
Ｉ
Ⅱ
区

Ｓ

Ｄ

五

三

〇

〇

Ｓ

Ｄ

五

一
〇

〇 篤

■
‥
台
形
状
切
込
み
　
０
…
半
円
形
状
切
込
み
　
△
…
三
角
形
状
切
込
み
　
×
欠
損
等
に
よ
り
形
状
不
明

切
込
み
を
有
す
る
荷
札
の
全
遺
構
を
通
じ
た
出
土
点
数

（総
出
土
点
数
）
を
、
国
名
の
下
に

（　
）
で
付
し
た
。

切
込
み
の
な
い
資
料

・
形
状
不
明
の
資
料
は
、
総
出
土
点
数
か
ら
除
外
し
た
。
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札
の
出
土
数
の
多
い
国
に
、
台
形

・
半
円
形
状
切
込
み
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
特
定
の
国
に
お
け
る
形
態
的
な
傾
向
と
も
み
な
し
難
い
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
切
込
み
の
製
作
技
法
と
形
状
は
、
必
ず
し
も

一

対

一
の
関
係
に
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
平
面
形
態

と
し
て
は
台
形
だ
が
、
キ
リ
オ
ト
シ
技
法
に
よ
ら
な
い
台
形
状
切
込
み
が
存
在

す
る
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
板
材
に
切
込
み
を
入
れ
る
実
験
を
行
な
っ
た
。

こ
の
実
験
に
お
い
て
、
切
込
み
を
入
れ
る
際
に
刃
の
入
り
方
や
力
の
か
け
方
な

ど
が
作
用
し
て
、
材
が
木
目
方
向
に
割
れ
、
結
果
的
に
切
込
み
が
台
形
状
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
示
唆
す
る
例
と
し

て
、
表
と
裏
で
形
状
の
異
な
る
切
込
み
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
キ
リ
カ
キ
技
法
で

切
込
み
を
入
れ
る
際
に
、
刃
が
表
と
一暴
で
真

っ
直
ぐ
に
入
ら
な
か
っ
た
た
め
、

最
初
に
切
込
ん
だ
箇
所
ま
で
刃
が
達
し
た
面
で
は
三
角
形
状
を
呈
し
て
い
る
が
、

そ
こ
ま
で
刃
が
到
達
せ
ず
に
途
中
で
割
れ
て
し
ま
っ
た
面
で
は
台
形
状
を
呈
し

て
い
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
以
上
の
例
に
よ
り
、
台
形

・
半
円
形
状
切
込
み

が
偶
発
的
に
生
じ
た
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
の
妥

当
性
を
考
え
る

一
案
と
し
て
、
木
取
り
と
の
関
連
を
検
討
す
る
。

図
１０
は
、
ヨ
ロ
形

・
半
円
形
状
切
込
み
を
有
す
る
荷
札
」
と

「荷
札
全
体
」

（切
込
み
の
な
い
資
料
も
含
む
）
に
お
け
る
、
板
目
材

・
柾
目
材
の
割
合
を
示
し

て
い
る
。　
一
般
に
荷
札
の
本
取
り
は
板
目
の
場
合
が
多
い
。
と
こ
ろ
が

「荷
札

全
体
」
に
比
べ
て

「台
形

・
半
円
形
状
切
込
み
を
有
す
る
荷
札
」
の
場
合
に
は
、

柾
目
材
の
割
合
が
若
千
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
結
果
よ
り
、

柾
目
材
の
場
合
、
切
込
み
を
入
れ
る
際
に
木
目
方
向
に
割
れ
や
す
い
と
い
う
可

能
性
や
、
年
輪
部
分
に
引
っ
か
か
り
刃
が
滑
ら
か
に
入
ら
な
か
っ
た
た
め
、
三

角
形
状
に
な
ら
ず
半
円
形
状
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
想
定
で
き

る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
柾
目
材
の
時
に

「起
こ
り
や
す
い
」
だ
け

で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
板
目
材
に
お
い
て
も
起
こ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
他
、

刃
の
入
り
方
や
力
の
か
け
方
な
ど
、
製
作
時
の
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
切
込
み

が
時
に
台
形
や
半
円
形
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
憶
測
で
は
あ
る
が
、
切

込
み
の
技
法
も
製
作
時
の
状
況
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
例
え
ば
、
キ
リ
カ
キ
技
法
で
切
込
み
を
入
れ
よ
う
と
し
た
が
、
途
中
ま
で

し
か
刃
が
入
ら
ず
、
キ
リ
オ
ト
シ
技
法
に
換
え
た
、
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
切
込
み
技
法
を
観
察
す
る
と
、
ひ
と
つ
の
資
料
内
で
異
な

る
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
点
は
、
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。

台
形

・
半
円
形
状
切
込
み
の
出
現
を
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
と
、
統

一
性
を

久
く
出
現
傾
向
を
示
す
台
形
状
切
込
み
が
、　
一
定
し
て
現
わ
れ
て
い
る
西
海
道

及
び
因
幡
国
の
荷
札
の
特
殊
性
が
際
立

っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
例

に
つ
い
て
若
子
の
検
討
を
加
え
、
切
込
み
形
状
の
性
格
を
よ
り
明
確
に
し
て
お

き
た
い
。

Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
の
西
海
道
の
荷
札

（一
一仝
一下
三
一
〇
号
）
に
は
国

。
年
次

を
超
え
た
共
通
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
荷
札
に
記
さ
れ
た
国
で
は
な
く
、
大

学
府
で

一
括
し
て
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（今
泉

一
九
七
八
）。
特

に
、
①
切
込
み
の
形
状
が
九
み
を
帯
び
た
台
形
で
あ
る
、
②
広
葉
樹

↑
ン
イ
）



を
用
い
て
い
る
、
と
い
う
二
つ
の
特
徴
に
着
目
し
た
い
。
①

。
②
の
特
徴
は
Ｓ

Ｄ
三
〇
三
五
出
土
の
西
海
道
荷
札

（≡

一八
七
二
〓
一八
八
号
）
に
も
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
出
土
の
荷
札
も
大
学
府
製
作
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る

答鬼
頭

一
九
人
三
）。

二
条
大
路
か
ら
も
西
海
道
荷
札
が
出
土
し
て
い
る

（『城
二
一
匡
四
〇
頁
、
『城

〓
〓
』
三
一
頁
）。
切
込
み
形
状
の
判
明
す
る
も
の
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
や
は

り
丸
み
を
帯
び
た
台
形
状
を
呈
し
て
い
る
。
樹
種
に
つ
い
て
は
断
言
で
き
な
い

が
、
写
真
で
観
察
し
た
限
り
で
は
、
広
葉
樹
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。
記
載
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

筑
紫
大
宰
進
上
肥
後
国
託
麻
郡
□
　
（∞点Ｘ
萬
×
］
需
ｏ
（『必

〓
こ
四
四
９

こ
の
記
載
内
容
よ
り
、
荷
は
大
学
府
か
ら
貢
進
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、

荷
札
は
大
宰
府
で
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
二
条
大
路
出
土
資

料
と
共
通
し
た
特
徴
を
も
つ
Ｓ
Ｋ
人
三
〇

。
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
出
上
の
西
海
道
荷

札
も
、
従
来
の
指
摘
ど
お
り
大
学
府
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
①

。
②
は

大
宰
府
で
製
作
さ
れ
た
荷
札
の
特
徴
と
い
え
る
。
荷
札
の
年
代
は
、
霊
亀
か
ら

天
平
半
ば
の
幅
を
み
る
こ
と
が
で
（翌
、
こ
の
特
徴
は

一
時
的
な
も
の
で
は
な
い

よ
う
だ
。

興
味
深
い
の
は
、
大
学
府
出
土
木
簡
に
は
①

。
②
の
特
徴
が
み
ら
れ
な
い
点

で
あ
る
。
大
学
府
出
土
木
簡
を

『大
学
府
史
跡
出
土
木
簡
槻
報
』
掲
載
の
写
真

版
で
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
切
込
み
は
、
そ
の
形
状
の
ほ
と
ん
ど
が
三
角
形
状
切

込
み
で
あ
っ
た
。
切
込
み
を
有
す
る
木
簡
は
、
（狭
義
の
）
付
札
と
思
わ
れ
る
も

の
と
西
海
道
諸
国
か
ら
大
学
府
に
送
ら
れ
た
荷
札
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

荷
札
は
そ
の
国
で
製
作
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
付
札
は
大
学
府
内
で
製
作
さ
れ

た
か
、
そ
れ
と
も
外
部
で
製
作
さ
れ
た
も
の
が
大
学
府
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
か
、

両
方
の
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
大
宰
府
内
で
製
作
さ
れ
た
の
な
ら
ば
、
京
進
用

の
荷
札
に
の
み
、
台
形
状
切
込
み
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
大
学
府
外
か
ら

持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
西
海
道
で
も
大
学
府
で
製
作
さ
れ
る
場

合
に
限
り
、
台
形
状
切
込
み
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
樹
種
に
関
し
て
も
、

樹
種
が
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ノ
キ
も
し
く
は
ス
ギ
で
あ
り
、

公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
、
写
真
版
で
判
断
で
き
る
限
り
で
は
、
広
葉
樹
は

少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
荷
札

・
付
札
だ
け
で
な
く
、
文
書
木
簡
に
つ
い

て
も
該
当
す
る
。
文
書
木
簡
は
大
学
府
内
で
製
作
さ
れ
た
も
の
が
多
い
と
考
え

ら
れ
る
が
、
同
じ
大
学
府
内
で
製
作
さ
れ
な
が
ら
も
、
京
進
用
の
荷
札
木
簡
は

他
の
木
簡
と
は
樹
種
が
異
な
る
。

以
上
の
切
込
み
形
状
と
樹
種
か
ら
、
大
学
府
製
作
木
簡
に
お
け
る
京
進
用
荷

札
の
特
異
性
が
指
摘
で
き
る
が
、
具
体
的
に
こ
れ
が
何
に
よ
る
か
は
明
ら
か
で

な
く
、
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。
特
に
樹
種
の
問
題
は
、
木
簡
以
外
の
木
器

も
視
野
に
入
れ
、
当
時
の
植
生
を
考
慮
し
た
中
で
木
簡
の
樹
種
選
択
に
つ
い
て

評
価
し
て
い
く
、
と
い
う
方
法
も
取
り
得
る
も
の
と
考
え
る
。

次
に
因
幡
国
の
荷
札
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
対
象
遺
構
以
外
の
出

土
資
料
も
含
め
、
切
込
み
を
有
す
る
荷
札
の
う
ち
、
切
込
み
形
状
の
判
明
す
る



も
の
を
表
五
に
掲
げ
た
。
ま
ず
、
台
形
状
切
込
み
を
有
す
る
荷
札
六
点
の
税
目

に
着
目
し
た
い
。
二
七
五

一
号
、
『城
二
四
』
二
九
三

・
二
九
四
は
贄
と
記
さ

れ
て
い
る
。
他
三
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

因
幡
国
気
多
郡
□
海
藻
　
士τ
籠
　
　
天
平
八
年
三
月

∞
⇔
卜
×
お
×
ヽ
　
ｏ
∞
Ｐ
３
城
三
二
』
三
五
九
）

因
幡
国
巨
濃
郡
□
海
□
□
　
天
平
八
年
三
月

∽
ゴ
×
含
ｅ
×
伽
　
吊
牌
３
城
三

一
』
四

一
人
）

因
幡
国
法
美
郡
廣
満
郷
清
水
里
九
部
百
嶋
中
男
作
物
海
藻
御
贄
陸
斤
＝

＝

天

平

八

年

七

月

　

　

　

　

　

　

　

∞
溺

×
誤

×
伽

寓

岸

（
『
必

〓

直

一一三

６

右
二
点
は
税
目
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
書
式
と
国
行
様
書
風
で
書
か
れ
て

い
る
点
も
考
慮
す
る
と
、
贄
荷
札
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
最
後
の

一

表
五
　
因
幡
国
の
荷
札
木
簡

一
覧

点
は
、
中
男
作
物
を
振
替
え
た
贄
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る

（樋
口

一
九
九

こ
。
以
上
、
台
形
状
切
込
み
を
有
す
る
六
点
は
、
す
べ
て
贄
の
荷
札
で
あ
る
。

一
方
で
中
男
作
物
の
荷
札
の
切
込
み
は
、
三
角
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
贄
と
台

形
状
切
込
み
の
間
に
対
応
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
台
形
状

切
込
み
を
有
す
る
荷
札
の
う
ち
、
年
紀
の
判
明
す
る
も
の
は
す
べ
て
三
条
大
路

出
土
の
天
平
八
年
の
も
の
で
あ
り
、
台
形
状
切
込
み
が
税
目
と
は
関
わ
り
の
な

い
、
時
期
的
な
現
象
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
し
き
れ
な
い
。
し
か
し
、
年
紀
の

近
い
天
平
七
年
の
中
男
作
物

（『城
一
九
』
一一電
九
）
の
切
込
み
形
状
が
三
角
形

で
あ
る
こ
と
、
別
の
遺
構
出
土
の
贄
荷
札

（一
一七
五
一
号
）
が
台
形
状
切
込
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
台
形
状
切
込
み
は
贄
と
い
う
税
目
に
起
因
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

・
（　
）
…
残
存
箇
所
よ
り
推
測
さ
れ
る
記
載
内
容
。

・
贄

〔
中
男
作
物
〕
…
中
男
作
物
を
振
り
替
え
た
贄
。

。
そ
の
他

の
凡
例
は
、
表
四
を
参
照
。

・
表
に
は
、
因
幡
国
の
荷
札
木
筒

の
う
ち
、
切
込
み

を
有
す
る
資
料
の
み
を
掲
げ
た
。

古代荷札木簡の平面形態に関する考祭

法
美
郡

高
草
郡
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井
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年
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年
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月
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）
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目
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贄
と
中
男
作
物
を
振
替
え
た
贄

（『城
二
一
睡
三
五
人
）
の
荷
札
は
、
書
風
の

相
違
か
ら
、
製
作
段
階
は
異
な
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
贄

荷
札
と
切
込
み
形
状
に
対
応
関
係
が
見
出
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
贄
荷
札
は
他

の
税
目
の
荷
札
と
は
区
別
さ
れ
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ

の
仮
定
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
記
載
内
容

（贄
）
と
荷
札
の
形
態
に
密
接
な
関

連
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
荷
札
の
成
形
者
と
記
入
者
は
同

一
人
物
で
あ
っ
た

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
別
々
の
人
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

成
形
者
と
記
入
者
は
完
全
に
隔
絶
し
た
存
在
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

台
形
状
切
込
み
の
別
の
要
因
と
し
て
、
製
作
段
階
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
『城
二
二
』
三
五
人
を
例
外
と
し
て
、
台
形
状
切
込
み
の
荷
札
は

書
風
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
恐
ら
く
国
衛
段
階
で
の
製
作
で
あ
る
。
大
宰
府
で

製
作
さ
れ
た
京
進
用
の
荷
札
が
台
形
状
切
込
み
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
合
わ
せ

て
考
え
る
と
、
台
形
状
切
込
み
は
国
衡
や
大
学
府
と
い
っ
た
上
位
の
段
階
に
お

け
る
製
作
と
い
う
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
仮
定
に

基
づ
け
ば
、
台
形
状
切
込
み
Ｈ
国
衛
製
作
で
あ
る
は
ず
の

『城
二
二
』
三
五
人

の
書
風
が
異
な
る
の
は
、
中
男
作
物
の
振
替
え
で
あ
る
と
い
う
性
質
の
違
い
に

よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
と
お
り
、
因
幡
国
荷
札
の
台
形
状
切
込
み
の
要
因
と
し
て
、
税
目
と

国
衛
製
作
の
二
つ
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く
。
こ
れ
ら
に
関
連
し
て
、
国
衛

様
書
風
の
荷
札
が
、
「見
せ
る
た
め
に
書
か
れ
て
い
る
」
と
の
東
野
治
之
氏
の

指
摘

（東
野

一
九
八
〇
）
は
、
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。
書
風

。
墨
書
位
置
と
と
も

に
、
切
込
み
を
含
め
た
形
態
も
し
く
は
製
作
技
法
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し

『城
三
二
』
三
五
人
の
資
料
は
、
贅
に
振

替
え
ら
れ
た
点
を
除
け
ば
、
三
角
形
状
切
込
み
の
中
男
作
物
荷
札
と
書
式
が
共

通
し
て
い
る
。
書
風
の
相
違
も
あ
わ
せ
る
と
、
や
は
り
他
の
台
形
状
切
込
み
の

荷
札
と
は
製
作
段
階
を
異
に
し
、
中
男
作
物
の
荷
札
と
同
じ
段
階
で
製
作
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
台
形
状
切
込
み
の
要
因
と
し
て
の
可
能
性
は
、
税
目
の
方
が

高
い
と
推
測
す
る
。
比
較
に
適
し
た
資
料
が
乏
し
く
推
論
の
域
を
出
な
い
た
め
、

今
後
の
資
料
の
増
加
に
期
待
し
た
い
。

も
し
台
形
状
切
込
み
が
税
目
に
起
因
し
て
い
る
な
ら
ば
、
中
男
作
物
や
調
と

の
親
和
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（東
野

一
九
七
八
他
）

一
方
で
、
贄
は
他
税
目

と
は
区
別
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
台
形
状
切
込
み

が
国
衛
製
作
に
起
因
す
る
な
ら
ば
、
通
常
の
贄
と
中
男
作
物
を
振
替
え
た
贄
が

区
別
さ
れ
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
両
者
の
書
風
の
違
い
か
ら
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
切
込
み
形
状
と
記
載
内
容
に
着
目
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
贄

に
対
す
る
意
識
は
、
贄
の
位
置
付
け
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
。

切
込
み
と
は
、
荷
に
く
く
り
付
け
る
と
い
う
機
能
に
関
連
し
た
要
素
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
し
て
荷
に
添
え
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
切
込
み
の
有
無
が
決
定
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
切
込
み
の
形
状
は
三
角
形
が
最
も
多
く
、
特
に
三
角
形

と
併
存
し
て
い
る
台
形

・
半
円
形
状
切
込
み
は
偶
発
的
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

三
角
形
が
多
い
の
は
、
台
形

・
半
円
形
状
切
込
み
が
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
三

角
形
状
切
込
み
と
併
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
形
状
に
利
点
が
あ
っ
た
の
で
は



な
く
、
キ
リ
カ
キ
技
法
と
い
う
技
法
的
簡
便
さ
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。　
一
方
で
、

偶
発
性
に
は
よ
ら
な
い
台
形

・
半
円
形
状
切
込
み
が
存
在
す
る
。
同
様
に
、
技

法
的
簡
便
さ
に
の
み
よ
る
の
で
は
な
い
三
角
形
状
切
込
み
も
、
恐
ら
く
存
在
す

る
だ
ろ
う
。
切
込
み
に
は
、
紐
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
特
定
の
形
状
を
要

求
さ
れ
な
か
っ
た
切
込
み
と
、
税
目
や
製
作
段
階
な
ど
に
よ
っ
て
形
状
が

「選

択
さ
れ
た
」
切
込
み
の
、
二
系
統
が
あ
る
と
い
え
る
。

第
三
節
　
剣
先
形

の
検
討

ま
ず
、
剣
先
形
の
稜
の
有
無
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
そ
の
有
無
は
、
端

部
形
状
と
同
様
に
製
作
者
の
個
人
差
に
起
因
す
る
と
考
え
る
。
そ
の
好
例
が
、

本
章
第

一
節
で
も
と
り
あ
げ
た
近
江
国
坂
田
郡
庸
米
荷
札
で
あ
る
。
前
述
の
通

り
、
こ
の
木
簡
群
は
、
上
端
が
尖
頭
形
の
一
群
と
直
頭
形
の
一
群
に
大
き
く
分

か
れ
る

（山
中

一
九
九
一
し
。
こ
の
木
簡
群
に
は
、
稜
の
あ
る
剣
先
形
と
稜
の

な
い
剣
先
形
の
両
方
が
見
ら
れ
る
。
剣
先
形
の
形
状
と
製
作
技
法
に
よ
っ
て
分

け
ら
れ
た
二
群
の
関
係
を
ま
と
め
た
の
が
、
表
六
で
あ
る
。
若
千
の
例
外
は
あ

る
も
の
の
、
稜
の
あ
る
剣
先
形
は
直
頭
形
端
部
に
、
稜
の
な
い
剣
先
形
は
尖
頭

形
端
部
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
放
誕
。
両
群
は
製
作
技
法
の
み
が
異
な
る

二
群
で
あ
り
、
剣
先
形
の
形
状
差
は
荷
札
の
機
能
と
は
関
連
し
な
い
、
製
作
者

の
個
人
差
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。
従

っ
て
、
以
下
剣
先
形
の
要
因
を
検
討
し

て
い
く
に
あ
た
っ
て
も
、
両
者
を
区
別
せ
ず
に

一
括
し
て

「剣
先
形
」
と
し
て

扱
う
。

古代荷札木簡の平面形態に関する考察

剣
先
形
の
荷
札
に
は
米
の

荷
札
が
多

い
と
い
う
漠
然
と

し
た
指
摘
か
ら
、
剣
先
形
は

俵
に
き

つ
く
か
け
ら
れ
た
縄

の
間

へ
荷
札
の
先
端
を
挟
み

込
み
や
す
く
す
る
た
め
の
加

工
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
が

あ
る

（今
泉

一
九
七
八
、
輛

永ヽ

一
九
七
六
他
）。
そ
こ
で
、

ま
ず
剣
先
形
と
貢
進
物
の
関

係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

剣
先
形
荷
札
に
見
ら
れ
る

各
貢
進
物
の
比
率
と
、
剣
先

形
も
含
め
た
荷
札
全
体
に
お

け
る
各
貢
進
物
の
比
率
を
算

出
し
た

（図
Ｈ
①

。
②
）。
両

者
の
比
較
か
ら
、
剣
先
形
に

お
い
て
は

「米
」
の
占
め
る

割
合
が
高
い
と
い
う
、
従
来

の
指
摘
ど
お
り
の
結
果
が
得

ら
れ
た
。
こ
れ
に

「
そ
の
他

寿
全
〈
　

近
江
国
坂
田
郡
庸
米
荷
札
の
端
部
形
状
と
剣
先
形

の
形
状

257



①剣先形荷札(N=152)

その他海産物

烈

荒堅魚
堅魚

①荷札木簡全体(N=560)

その他海産物

塩               墜

図11 荷札木簡に見られる各貢進物の比率

解
鰈

下部の形状に関わりなく、

全遺構を通 じた荷札の出土点

数 (総出土点数)が10点以上
の国を対象としている (下きる

が欠損 している資料は、総出

土点数から除外 )。

国名下の ( )内 の数値は、
総出土点数を表わす。

若
狭
（４４
）

近
江
（４５
）

安
房
（３２
）

武
蔵
（１２
）

伊
豆
（６７
）

駿
河
（３８
）

参
河
（５４
）

尾
張
（Ｈ
）

志
摩
（４５
）

隠
伎
（４２
）

備
中
（１０
）

備
前
（２６
）

播
磨
（１３
）

紀
伊
（ワ
）

讃
岐
（１５
）

伊
予
（２０
）

海
産
物
」
「塩
」
が
続
く
が
、
剣
先
形
の

「そ
の
他

海
産
物
」
に
該
当
す
る
資
料
の
九
割
以
上
が
、
二
条

大
路
出
上
の
志
摩
国
〇
五

一
型
式
の
荷
札
で
あ
継
。

こ
の
荷
札
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
海
産
物
は
、
若
狭
や

隠
伎
な
ど
他
国
か
ら
も
貢
進
さ
れ
て
い
る
が
、
剣
先

形
を
呈
す
る
の
は
志
摩
国
に
の
み
特
徴
的
で
あ
る
。

従

っ
て
、
志
摩
国
〇
五

一
型
式
の
荷
札
は
、
海
産
物

の
荷
札
と
し
て
は
例
外
的
と
い
え
、
今
回
は
除
外
す

る
。
す
る
と
、
「米
」
に
続
い
て
多
い
の
は

「塩
」

で
あ
り
、
「そ
の
他
海
産
物
」
の
剣
先
形
に
お
け
る

比
率
は

一
〇
％
に
満
た
な
い
。

図
１２
に
、
荷
札
の
出
土
数
が
多
い
国
に
つ
い
て
、

剣
先
形
の
荷
札
が
各
国
の
総
出
土
点
数
に
占
め
る
割

合
を
示
し
た
。
比
率
の
高

い
国
に
は
、
播
磨

・
備

前

・
志
摩

・
近
江
な
ど
が
あ
る
が
、
志
摩
国
以
外
は

米
ま
た
は
塩
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
の
貢
進
国
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
図
１２
に
認
め
ら
れ
る
剣
先
形
の
地

域
的
な
偏
り
は
、
国
に
よ
る
貢
進
物
の
相
違
を
反
映

し
た
も
の
だ
ろ
う
。
同

一
国
内
に
お
い
て
も
同
様
の

傾
向
が
み
ら
れ
る
。
若
狭
国
の
場
合
、
調
塩
の
荷
札

に
は
剣
先
形
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
贄
な
ど
の
海
産

その他

饉靱 051型式  に 033型式  ■■ 059型式  
「・
■‖剣先形を含まない

図12 剣先形荷札木簡の比率



古代荷札木簡の平面形態に関する考察

表
七
　
若
狭
国
荷
札
木
簡
の
貢
進
物
と
形
態

①

調
塩

②
そ
の
他

※
　
原
形
及
び
品
目
が
判
明
す
る
も
の
に
限
り
、
表
に
掲
げ
た
。

〇

三

三

〇

一
一

三
方

郡

≡

力

到

遠
敷
郡

々

里夙
|

圭
祠
卿

| | |

天

平

四
学

|

和

飯

六
年

|

景
雲

四
年

九

月

二
九

日

|

九

月

一一
一一一
一工
＾

一
九
十

一
九
七

嚇

三

ハ
ー

≡

〓

三
七
十

三
七

匹

一
九
十
二
〇
四

〓
四
エ

一
耳
―

四

四

三
八

一
九



物
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
品
目
に
よ
っ
て
形
態
の
使
い
分
け
が
行
な
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る

（表
七
）。

以
上
か
ら
、
剣
先
形
は
貢
進
物
に
関
連
し
た
要
素
で
、
米

。
塩
に
特
化
し
、

海
産
物
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
さ
れ
な
い
形
態
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ

の
結
果
に
基
づ
き
、
従
来
の
指
摘
を
再
検
討
し
て
い
く
。

「三
斗
」
表
記
の
塩
は
、
籠
で
運
搬
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
肥
。
現
在
出

土
し
て
い
る
塩
荷
札
は
、
ほ
と
ん
ど
が

「三
斗
」
表
記
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
剣

先
形
は
俵
だ
け
に
対
応
し
た
形
態
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
。
解
釈
を
広
げ
て
、

俵
に
関
わ
ら
ず
、
荷
に
か
け
た
縄
に
挟
み
込
み
や
す
く
す
る
た
め
の
加
工
と
い

う
見
方
を
し
た
場
合
も
、
海
産
物
の
荷
に
も
縄
は
か
け
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ

り
、
荷
札
全
体
に
お
い
て
は
海
産
物
の
割
合
が
最
も
大
き
い
の
に
対
し
、
剣
先

形
が
米

・
塩
に
特
化
し
た
傾
向
を
示
す
の
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
根

本
的
な
疑
間
と
し
て
、
な
ぜ
、
狭
み
込
む
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
米

・
塩

に
も
剣
先
形
に
成
形
さ
れ
て
い
な
い
荷
札
は
あ
る
。
ま
た
、
同
国
同
郡
同
郷
か

ら
の
米
や
塩
に
お
い
て
も
、
複
数
の
形
態
が
見
ら
れ
る
。
剣
先
形
に
成
形
せ
ず

と
も
、
「荷
に
付
け
る
」
と
い
う
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
若
狭
の
荷
札
を
例
に
検
討
を
加
え
る
。
若
狭
の
荷
札

に
は
、
同
じ
記
載
内
容
を
も
つ
複
数
の
荷
札
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
発

送
時
の
荷
に
付
け
ら
れ
て
い
た
荷
札
の
組
合
せ
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〓
誓
報
郡
強
学
奉
郷
由
五
製
里
　
判
酪
４
天
人
（　
Ю常
×
麟
×
卜　
ｏ留

（平
城
宮
四
二
四
号
）

三
方
郡
弥
美
郷
中
村
里
　
到
場
大
人

］
儲
×
ヽ
反

ω

寓
ド
（平
城
宮
四
二
五
号
）

。
若
狭
国
遠
敷
郡
　
軌
妨
螂
銅
剛
里

・
御
調
塩
三
斗

天
平
六
年
十
月
十
日

Ｐ瑠
×
盟
×
卜

ｏ
盟

翁
城
三

直
〓
≡
一四
）

。
若
狭
国
遠
敦
郡
　
軌
妨
馴
帥
削
里

。
御
調
塩
三
斗

天
平
六
年
十
月
十
日

示
∞
×
∞
ω
×
卜
　
ｏ
∞
Ｐ
Ｓ
城
三
二
』
三
三
五
）

若
狭
国
小
丹
郡
　
酢
醗
酬
嗣
槽
型
モ
宅
人

富
〕
×
］
ｏ
×
∞
　
ｏ
∞
Ｐ
Ｓ
城
三

一
』
四
〇
二
）

。
若
狭
国
小
丹
郡
　
軌
翰
馴
畑
蝸
鯉
調
塩

・
三
斗

て
卜
×
器
×
ヽ
　
３
Ｐ
令
城
三

一
』
四
〇
三
）

最
後
の
二
点
に
関
し
て
は
、
欠
損
文
字
が
あ
る
た
め
、
確
実
な
例
と
は
い
え

な
い
も
の
の
、
〇
三

一
型
式
十
〇
五

一
型
式
の
計
二
枚
が
、調
塩
に
は
付
け
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
表
７
に
は
〇

一
一
型
式
も
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
〇
三

一
型
式
＋
〇
五

一
型
式
＋
〇

一
一
型
式
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

し
、
〇
三

一
型
式
十
〇

一
一
型
式
と
〇
三

一
型
式
十
〇
五

一
型
式
の
二
つ
の
組

合
せ
方
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
若
狭
国
の
調
塩
は
、
貢

進
に
あ
た
っ
て
何
ら
か
の
理
由
で
〇
三

一
型
式
と
は
別
の
荷
札
が
必
要
と
さ
れ
、

何
ら
か
の
理
由
で
そ
の
形
態
が
剣
先
形
で
あ
る
と
都
合
が
良
か
つ
た
、
と
い
う



こ
と
が
い
え
る
。
で
は
、
剣
先
形
が
挟
み
込
み
や
す
さ
の
た
め
の
加
工
な
ら
ば
、

荷
札
を
挟
み
込
む
理
由
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
勘
検
用
の
措
置
と
し

て

「途
中
で
抜
き
取
ら
れ
る
荷
札
」
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
想
起

さ
れ

（第
三
早
第
一
節
参
昭
ど
、
〇
五

一
型
式
は
、
途
中
で
抜
き
取
る
た
め
に
、

荷
に
は
く
く
り
付
け
ず
に
挟
み
込
ん
だ
の
で
あ
り
、
挟
み
込
み
や
す
い
よ
う
に

剣
先
形
に
成
形
し
た
荷
札
で
あ
る
、
と
い
う
解
釈
の
仕
方
が
で
き
る
。
し
か
し
、

二
条
大
路
に
お
け
る
〇
五

一
型
式
の
出
土
状
況
を
見
る
限
り
、
こ
の
解
釈
に
は

や
や
難
が
あ
る
。
図
１３
は
、
平
城
京
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
出
土
の
若
狭
国
調
塩
荷
札

に
つ
い
て
、
〇
三

一
型
式
と
〇
五

一
型
式
の
出
土
点
数
を
、
小
地
区
別
に
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
図
の
通
り
、
調
塩
荷
札
は
主
に
Ｕ
〇
四

一
Ｉ
Ｕ
〇
四
人
範
囲

節
で
も
ふ
れ
た
と
お
り
、
国
単
位
で
ま
と
め
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
二
条
大
路
出
上
の
調
塩
荷
札
が
廃
棄
さ
れ
る
ま
で
の
ル
ー
ト
は
、

以
下
の
ニ
ル
ー
ト
が
想
定
さ
れ
る
。

①
貢
進
国
↓
平
城
宮
内
の
収
納
官
司
↓
消
費
地

（＝
廃
棄
一も

↓
廃
棄

②
貢
進
国
↓
消
費
地

（＝
廃
棄
一む

↓
廃
棄

①
の
場
合
、
宮
内
で
勘
検
用
と
し
て
抜
き
取
ら
れ
た
は
ず
の
〇
五

一
型
式
が

消
費
先
で
廃
棄
さ
れ
る
点
は
矛
盾
し
て
い
る
。
②
の
場
合
、
勘
検
用
と
し
て
、

〇
三

一
型
式
と
は
異
な
る
時
に
荷
か
ら
離
れ
、
別
に
管
理
さ
れ
た
は
ず
の
〇
五

一
型
式
が
、
〇
三

一
型
式
と
と
も
に
廃
棄
さ
れ
る
の
も
不
自
然
で
あ
る
。
従

っ

て
、
若
狭
国
の
〇
五

一
型
式
を
勘
検
用
と
す
る
想
定
に
は
難
が
あ
る
と
い
え
る
。

す
る
と
、
途
中
で
抜
き
取
る
必
要
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
荷
に
挟
み
込
む
理

由
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
剣
先
形
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
挟
み
込
み
や
す
さ
と
は

別
の
要
因
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
米

・
塩
と
海
産
物
を
対
比
的
に
と
ら
え
、
両
者
の
最
も
大
き

な
差
は
、
貢
進
物
そ
の
も
の
の
形
状
で
あ
る
と
考
え
る
。
荷
札
が
、
現
物
墨
書

の
替
わ
り
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば

（第

一
章
第
一
節
）、
複
数
の
荷
札

の
中
に
、
出
来
る
限
り
現
物
に
近
い
位
置
に
添
え
る
荷
札
が
必
要
だ
っ
た
と
想

定
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
米
や
塩
の
よ
う
な
砂
粒
状
の
物
の
場

（御
、
下
部
を
尖
ら
せ
る
こ
と
で
貢
進
物
そ
の
も
の
の
中
に
刺
し
込
み
や
す
く
し

た
の
で
は
な
い
か
。
現
物
に
近
い
荷
札
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
に
つ
い
て
、

馬
場
基
氏
は
、
物
品
が
確
実
に
そ
の
貢
進
者
か
ら
の
貢
進
物
で
あ
る
こ
と
を
保

回 031型式
鰯 032型式
鰯 051型式
‐ 059型式

|に |十
に
は
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で
出
土
し
て
お
り
、
特
定
の
形

態
が
特
定
の
地
区
に
集
中
し
て

い
る
よ
う
な
出
土
状
況
で
は
な

い
。
従

っ
て
〇
三

一
型
式
と
○

五

一
型
式
は
そ
れ
ぞ
れ
が
別
に

廃
棄
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
同

じ
廃
棄
元
か
ら

一
緒
に
廃
棄
さ

れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
別
々
に

さ
れ
て
い
た
両
者
が
た
ま
た
ま

同
じ
場
所
に
廃
棄
さ
れ
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
章
第

一



証
す
る
た
め
、
荷
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
荷
札
が
存
在
し
た
と
の
見
解
を
提
示
し

て
い
る
。
こ
の
見
解
に
従
え
ば
、
先
の
若
次
国
調
塩
荷
札
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
よ
う
な
廃
棄
状
況
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
ず
、
消
費
先
に
支
給
さ
れ
た
塩
の

籠
に
は
、
籠
の
外
側
に
〇
三

一
型
式
、
籠
の
中
に
〇
五

一
型
式
の
荷
札
が
付
け

ら
れ
て
い
た
。
消
費
に
あ
た
っ
て
荷
が
ほ
ど
か
れ
、
〇
三

一
型
式
が
荷
か
ら
離

れ
、
〇
五

一
型
式
が
荷
の
中
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
。
両
者
は
同
時
に
廃
棄
さ
れ

る
こ
と
も
、
場
合
に
よ
つ
て
は
〇
三

一
型
式
が
先
に
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
帳
簿
と
の
照
合
が
い
か
に
行
な
わ
れ
た

か
は
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
点
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
と
は
別
に
、
荷
の
確

実
性
と
い
う
意
味
で
は
、
荷
の
外
に
付
け
ら
れ
て
い
た
札
と
、
荷
の
中
か
ら
取

り
出
し
た
札
の
照
合
が
出
来
れ
ば
、
そ
の
確
実
性
は
増
し
た
も
の
と
考
え
る
。

切
込
み
の
あ
る
〇
三
三
型
式
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
な
ど
問
題
は
残
り
、

特
に
近
江
国
坂
田
郡
庸
米
荷
札
な
ど
は
〇
三
三
型
式
十
〇
五

一
型
式
の
よ
う
に
、

全
て
剣
先
形
の
組
合
せ
が
復
元
で
き
る
た
め

（山
中

一
九
九
一
じ
、
依
然
と
し

て

「挟
み
込
み
や
す
さ
」
と
い
う
可
能
性
も
残
る
。
た
だ
し

「挟
み
込
み
や
す

さ
」
と
す
る
場
合
に
も
、
本
節
で
提
示
し
た
よ
う
な
点
を
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
。
本
稿
で
は
、
具
体
的
な
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た

が
、
剣
先
形
は
貢
進
物
に
関
連
し
た
要
素
で
あ
り
、
海
産
物
が
少
な
い
一
方
で

米

・
塩
に
多
く
、
米

・
塩
に
特
化
し
た
形
態
で
あ
る
と
ま
と
め
て
お
く
。

本
節
の
検
討
を
通
し
て
、
次
の
点
を
強
調
し
た
い
。
若
狭
の
荷
札
の
よ
う
に
、

同
じ
荷
に
付
け
た
荷
札
で
あ
っ
て
も
、
形
態
に
違
い
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
場
合

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
勘
検
用
で
あ
れ
荷
の
中
に
入
れ
た
札
で
あ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
異
な
る
機
能
を
担

っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、

た
と
え
同
じ
記
載
内
容
で
あ
っ
て
も
、
形
態
が
異
な
れ
ば
機
能
が
異
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
形
態
な
ど
の
諸
相
を
除
外
し
て
記
載

内
容
を
扱
う
こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
総
合
的
把
握
の
中
で
木
簡
の

記
載
内
容
は
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
点
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き

た
こ
と
で
あ
る

（岸

一
九
七
六
他
）
が
、
本
稿
で
も
改
め
て
強
調
し
て
お
き
た

い
。
ま
た
、
荷
札
の
機
能
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
勘
検
に
つ
い
て

も
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
若
狭
の
調
塩
荷
札
は
、
形
態
の

異
な
る
二
枚
が
組
合
わ
さ
れ
て
い
た
例
だ
が
、
そ
れ
と
対
照
的
な
の
が
隠
伎
で

あ
る
。
隠
伎
の
荷
札
は
現
在
ま
で
に
出
土
し
た
も
の
の
う
ち
、
形
態
の
判
明
す

る
も
の
の
ほ
ぼ
全
て
が
〇
三

一
型
式
の
荷
札
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
隠
伎

に
は
勘
検
用
の

「途
中
で
抜
き
取
ら
れ
る
」
荷
札
が
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
可
能

性
を
指
摘
し
た
い
。
す
る
と
、
荷
札
に
よ
る
勘
検
に
は
、
抜
き
取

っ
た
勘
検
用

の
荷
札
を
用
い
る
場
合
と
勘
検
用
の
荷
札
自
体
が
な
い
場
合
の
、
少
な
く
と
も

二
つ
の
方
法
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
両
者
の
相
違
は
何
に
起
因
す
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
勘
検
方
法
が
用
い
ら
れ
た
の
か
、
そ
も
そ
も

勘
検
用
の
荷
札
と
い
う
も
の
が
存
在
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
点
が
今
後
の
課
題

と
な
る
だ
ろ
う
。



古代荷札木簡の平面形態に関する考察

お

わ

り

に

荷
札
木
簡
の
平
面
形
態
を
構
成
す
る
各
要
素
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
本

稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
そ
の
性
質
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。

端
部
形
状

・
剣
先
形
の
形
状
は
製
作
者
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
荷
札
の

機
能
と
の
本
質
的
な
関
連
を
も
た
な
い
要
素
で
あ
る
。　
一
方
、
切
込
み
は

「荷

に
付
け
る
」
と
い
う
機
能
に
起
因
す
る
要
素
で
あ
り
、
特
定
の
形
状
を
要
求
さ

れ
な
い
切
込
み
と
、
選
択
さ
れ
た
形
状
を
も
つ
切
込
み
の
二
系
統
が
存
在
す
る
。

剣
先
形
は
米

・
塩
に
特
化
し
た
、
貢
進
物
に
関
連
す
る
要
素
で
あ
る
。
た
だ
し
、

俵
な
ど
の
荷
に
か
け
た
縄
の
間
へ
の
挟
み
込
み
や
す
さ
を
考
慮
し
た
形
態
と
い

う
、
従
来
の
見
解
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
挟
み
込
む
た
め
の
加
工
で
あ
る

な
ら
ば
、
海
産
物
が
少
な
い
点
、
同
じ
場
所
か
ら
の
同
品
目
の
貢
進
物
に
、
剣

先
形
の
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
点
、
挟
み
込
む
荷
札
の
目
的
な
ど
、

こ
れ
ら
を
議
論
し
た
う
え
で
の
解
釈
が
求
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
二

条
大
路
出
土
若
狭
国
〇
五

一
型
式
の
調
塩
荷
札
の
場
合
、
出
土
状
況
か
ら
、
縄

の
間
に
挟
み
込
み
、
途
中
で
抜
き
取
ら
れ
る
勘
検
用
と
い
う
よ
り
も
、
荷
の
中

に
入
れ
ら
れ
た
札
で
あ
る
と
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
若
次
国
に
限

ら
ず
、
同

一
国
内
で
〇
三

一
型
式
や
〇
三
二
型
式
を
伴
う
〇
五

一
型
式
に
つ
い

て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、
荷
札
の
形
態
は
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
切
込

み
と
剣
先
形
の
有
無
は
、
荷

へ
の
装
着
方
法

（く
く
り
付
け
る
か
否
か
）
と
貢
進

物

（米
・
塩
か
海
産
物
か
）
に
従

っ
て
決
定
さ
れ
、
製
作
者
や
製
作
時
の
状
況
な

ど
が
作
用
し
て
、
端
部
形
状
や
切
込
み
形
状
な
ど
の
細
か
な
形
状
差
が
生
じ
た
。

複
数
の
荷
札
を
装
着
す
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
た
装
着
方
法
が
と

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
記
載
内
容
の
複
数
の
荷
札
に
見
ら

れ
る
形
態
の
相
違

（特
に
切
込
み
の
有
征
じ
は
、
機
能

（目
的
）
の
相
違
を
反
映

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
各
形
態
的
要
素
の
性
質
が

「木
簡
を
利
用
し
た
研
究
」

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
基
礎
を
な
す
か
、
本
稿
で
扱

っ
た
具
体
的
な
事
例
か
ら

指
摘
し
て
お
く
。
製
作
者
に
起
因
す
る
端
部
形
状
の
比
較
は
、
荷
札
の
製
作
段

階
も
し
く
は
製
作
者
の
相
違
を
抽
出
す
る
ひ
と
つ
の
手
段
と
な
り
得
る
。
実
際

に
、
既
に
郷
段
階
で
の
製
作
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
隠
伎
と
伊
豆
の
荷
札
に
つ
い

て
、
端
部
形
状
の
比
較
か
ら
も
、
そ
れ
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
書
式
と
形
態

が
郡
ご
と
の
特
徴
を
も
と
に
郷
単
位
で
分
化
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
特
徴
の
現

わ
れ
方
は
、
荷
札
の
製
作
体
制
を
、
ひ
い
て
は
収
税
体
制
を
考
え
て
い
く

一
つ

の
手
が
か
り
と
も
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
切
込
み
形
状
か
ら
は
、
三
角
形
と
台

形

・
半
円
形
の
切
込
み
形
状
差
は
製
作
時
の
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
偶
発
的
に

生
じ
る
、
と
い
う
前
提
を
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、
偶
発
性
に
よ
ら
な
い
切
込
み

形
状
の
存
在
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
二
系
統
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

切
込
み
形
状
は
、
記
載
内
容
上
で
は
行
な
え
な
い
よ
う
な
荷
札
の
差
異
化
の
指

標
と
な
る
。
例
え
ば
、
因
幡
国
の
台
形
状
切
込
み
の
現
わ
れ
方
か
ら
、
贄
と
中



男
作
物
の
荷
札
の
差
異
化
、
も
し
く
は
国
衛
製
作
と
そ
れ
以
外
で
製
作
さ
れ
た

荷
札
の
差
異
化
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
木
簡
を
総
合
的
に

把
握
す
る
こ
と
で
、
記
載
内
容
だ
け
で
は
把
握
で
き
な
い
別
の
様
相
を
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
、
「木
簡
を
利
用
し
た
研
究
」
に
お
い
て
有
効
な
の
で
あ
る
。

剣
先
形
の
検
討
か
ら
は
、
結
果
的
に
形
態
の
整
理
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
例
え
ば
隠
伎
国
の
荷
札
の
よ
う
に
特
定
の
形
態
以
外
が
見
ら
れ
な
い

場
合
と
、
若
狭
国
の
調
塩
荷
札
の
よ
う
に
異
な
る
形
態
の
組
合
わ
せ
が
復
元
で

き
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
相
違
が
何
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
か
、
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
二
国
は
、
「勘
検
用
の
荷
札
」
に
よ
る
勘

検
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
、
と
い
っ
た
問
題
も
提
起
し
て
い
る
。

剣
先
形
の
検
討
の
末
尾
で
は
、
即
物
的
観
点
を
排
除
し
て
記
載
内
容
を
扱
う

こ
と
は
、
そ
の
内
容
を
き
ち
ん
と
把
握
で
き
な
い
危
険
性
が
あ
る
こ
と
も
指
摘

し
た
。
前
述
の
通
り
、
形
態
が
異
な
れ
ば
担

っ
て
い
た
意
味
が
異
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
異
な
る
形
態
に
書
か
れ
た
も
の
を
、
同
じ
よ
う
に
扱

っ
て
い
く
こ
と

が
本
当
に
可
能
で
あ
る
か
、
そ
の
検
討
の
う
え
に
立

っ
た
議
論
が
望
ま
れ
る
。

そ
れ
は
形
態
だ
け
で
な
く
、
木
簡
の
も
つ
様
々
な
即
物
的
な
面

（出
土
状
況
・

樹
種

・
書
風
な
ど
）
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
続
け
て

き
た
木
簡
研
究
に
お
け
る
即
物
的

・
考
古
学
的
観
点
の
必
要
性
と
い
う
の
は
、

そ
の
手
法
的
有
効
性
だ
け
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
記
載
内
容
だ
け
で
資
料
を
把

握
す
る
こ
と
の
危
険
性
に
も
よ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
本
稿
で
の
検
討
を
通
し
て
明
ら
か
と
な
っ
た

「木
簡
そ
の
も
の
に
つ

い
て
の
研
究
」
課
題
と
し
て
、
学
会
式
型
式
番
号
に
よ
る
形
態
分
類
上
の
問
題

を
指
摘
し
た
い
。
剣
先
形
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
部
分
が
多
い

が
、
少
な
く
と
も
剣
先
形
と
尖
頭
形
下
端
部
と
は
異
な
る
性
質
の
要
素
で
あ
る
。

し
か
し
、
学
会
式
型
式
番
号
は
、
剣
先
形
と
尖
頭
形
下
端
部
を
区
別
す
る
と
い

う
意
識
で
の
分
類
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
学
会
式
型
式
番
号
に

お
け
る
〇
五

一
型
式
や
〇
三
三
型
式
に
は
、
剣
先
形
で
あ
る
資
料
と

（下
部
側

面
に
切
込
み
を
も
た
な
い
）
尖
頭
形
下
端
部
を
有
す
る
資
料
の
両
方
が
含
ま
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
段
階
で
は
、
型
式
呑
号
を
扱
う
際
に
、
型
式
番
号
の

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
認
識
し
て
お
き
た
い
。
将
来
的
に
は
形
態
と
機
能
に
基

づ
く
体
系
的
な
分
類
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
が
、
「木
簡
そ
の
も
の
に
つ
い
て

の
研
究
」
に
求
め
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
人
世
紀
の
資
料
を
中
心
と
し
た
検
討
に
終
始
し
た
が
、
今
後
は
七

世
紀
の
資
料
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
各
要
素
の
性
質
も
よ
り
明
ら
か

な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
時
間
軸
に
沿

っ
て
形
態
を
解
釈
し
て
い
く
こ
と

自
体
が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
要
素
が
変
化
し
、
ど
の
要
素
が
変
化

し
な
い
か
を
と
ら
え
、
そ
の
意
味
を
各
要
素
の
性
質
に
基
づ
い
て
解
釈
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

〔付
記
〕

１
　
本
稿
で
用
い
た
木
簡
の
釈
文
は
、
す
べ
て
報
告
書
・
概
報
に
よ
つ
て
い
る
。
本
文

中
で
は
、
釈
文
の
後
に
法
量
・
木
簡
学
会
設
定
の
型
式
香
号

・
出
典
を
掲
げ
た
。
木

簡
番
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
木
簡
番
号
を
掲
示
し
た
。
そ
れ
以
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外
は
、
概
報
の
号
数
と
通
し
番
号
も
し
く
は
掲
載
ペ
ー
ジ
数
を
掲
げ
た
。
『城
』
は

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
の
略
で
あ
る
。

な
お
、
表
に
つ
い
て
は
左
記
の
凡
例
に
よ
り
、
出
典
の
表
記
も
右
に
な
ら
つ
た
。

―
…
記
載
が
な
い
場
合
。

？
…
欠
損
等
に
よ
り
詳
細
不
明
の
場
合
。

「　
」
…
異
筆
箇
所
。

２
　
人
名
は
、
初
出
の
場
合
の
み
姓
名
を
掲
げ
、
二
回
日
以
降
は
姓
の
み
で
呼
称
し
た
。

３
　
本
稿
は
二
〇
〇
二
年
度
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
に
、
加

筆

・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
頃
よ
り
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
阿
部
祥
人
先
生
、

本
稿
成
稿
に
あ
た
っ
て
多
大
な
ご
助
言
を
く
だ
さ
っ
た
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会

系
研
究
科
の
佐
藤
信
先
生
に
は
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
奈
良
文
化
財

研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室
の
方
々
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

本
稿
の
た
め
の
資
料
調
査
は
、
史
料
調
査
室
の
ご
厚
意
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

特
に
馬
場
基
氏
か
ら
、
多
く
の
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
謹

ん
で
御
礼
申
し
上
げ
る
。

註（
１
）

佐
藤
信
氏
は
木
簡
研
究
を
、
「発
掘
さ
れ
た
木
簡
自
身
に
つ
い
て
の
即
物
的

・

基
礎
的
な
研
究
」
と
、
「木
簡
を
古
代
史
史
料
と
し
て
利
用
し
、
日
本
古
代
の
政

治

・
経
済

。
文
化
等
の
歴
史
を
再
構
成
す
る
研
究
」
の
二
つ
に
分
類
し
、
前
者
を

「木
簡
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研
究
」
、
後
者
を

「木
簡
を
利
用
し
た
研
究
」
と

し
て
い
る
。
佐
藤
氏
も
述
べ
て
い
る
通
り
、
両
者
は
厳
然
と
区
別
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
が
、
こ
の
二
つ
の
分
類
は
、
木
簡
研
究
を
的
確
か
つ
わ
か
り
や
す
く
表
わ

し
て
い
る
と
考
え
る
た
め
、
本
稿
中
で
も
こ
の
表
現
を
用
い
た
い
。

（
２
）

①
ｌ
③
の
う
ち
、
①
＋
②
十
③
も
し
く
は
①
十
②
の
記
載
内
容
を
有
す
る
資
料
、

ま
た
は
そ
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
資
料
を
荷
札
と
し
た
。

（
３
）

本
稿
で
は
、
荷
札
が
製
作
国
を
離
れ
た
後
に
、
製
作
国
に
お
け
る
製
作
時
の
形

態
が
変
形
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て

「
二
次
成
形
」
と
す
る
。

（
４
）

荷
札
の
勘
検
機
能
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
二
章
第
三
節
を
参
照
の
こ
と
。

（
５
）

例
外
的
に
、
荷
札
の
記
載
内
容
を
残
し
た
ま
ま
二
次
成
形
が
施
さ
れ
た
も
の
も

あ
る

（
『城
三
二
』
二
七

一
な
ど
）
。

（
６
）

型
式
と
は
、
遺
物
に
見
ら
れ
る
属
性
に
よ
っ
て
遺
物
を
分
類
す
る
概
念
で
あ
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
〇
三
九
型
式
や
〇
五
九
型
式
な
ど
は
資
料
が
欠
損
し
た
状
態
を

表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
型
式
番
号
と
い
っ
て
も
、
考
古
学
に
お
け
る

「型
式
」
と
は
、
概
念
上
の
く
い
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

（
７
）

地
方
出
上
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
平
川
南
氏
に
よ
る
論
考
に
詳
し
い

（平
川

二
〇
〇
三
）
。

（
８
）

形
態
か
ら
推
定
さ
れ
る
機
能
と
は
、
何
か
に
く
く
り
付
け
ら
れ
る
か
否
か
、
と

い
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
文
書
か
荷
札
か
と
い
う
記
載
内
容
に
よ
る
分
類
と
は
異
な

る
。
記
載
内
容
に
よ
る
分
類
と
型
式
番
号
に
よ
る
分
類
は
、
現
在
、
分
離
し
た
状

態
に
あ
る
。
例
え
ば
〇

一
一
型
式
と
は
、
短
冊
形
で
、
切
込
み
が
な
い
こ
と
か
ら

く
く
り
付
け
る
と
い
う
機
能
の
な
い
木
簡
を
表
わ
し
、
文
書
か
荷
札
か
と
い
う
記

載
内
容
上
の
分
類
は
、
型
式
番
号
で
は
表
現
さ
れ
な
い
。
木
簡
の
も
つ
機
能
的
属

性
は
、
型
式
番
号
と
釈
文
の
両
方
を
掲
げ
る
こ
と
で
初
め
て
理
解
さ
れ
る
。

（
９
）

切
込
み
の
製
作
技
法
に
関
し
て
、
出
中
章
氏
が
分
類
を
行
な
っ
て
い
る

（山
中

一
九
九
二
）
。
氏
が

（　
）
付
き
で
用
い
て
い
る
製
作
技
法
の
名
称
と
、
本
稿
で

用
い
て
い
る
名
称
は
同

一
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
あ
く
ま
で
切
込

み
形
状
を
平
面
で
と
ら
え
た
分
類
で
あ
っ
て
、
氏
の
も
の
と
は
分
類
基
準
が
異
な

る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
１０
）

一
端
部
を

一
カ
ウ
ン
ト
と
し
た
。
例
え
ば
〇
三

一
型
式
で
上
下
両
端
と
も
形
状

が
判
明
す
る
場
合
は
三
カ
ウ
ン
ト
と
な
る
。
端
部
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
場
合

は
、
幅
の
推
測
が
可
能
な
資
料
の
う
ち
、
推
測
さ
れ
る
幅
の
三
分
の
一
以
上
が
残

存
し
て
い
る
も
の
を
対
象
に
含
め
た
。

（
Ｈ
）

安
万
呂

・
肋
麻
呂
は
中
央
の
役
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
江
国
綱
丁
木
簡
は
長



岡
京
内
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
荷
札
木
簡
と
は
性
質
を
異
に
す
る
。
こ
の

機
能
に
つ
い
て
、
検
収
整
理
札
的
機
能
を
果
た
し
た
と
す
る
見
解

（山
中

一
九

九
二
）
と
、
検
収
場
所
か
ら
消
費
地
に
運
ぶ
際
の
荷
札
な
い
し
送
り
状
と
し
て
の

機
能
を
果
た
し
た
と
す
る
見
解

（渡
辺

一
九
九
七
）
が
あ
る
。

（
・２
）

ご
く
少
数
な
が
ら
、
割
書
き
の
な
い
例
も
あ
る

（平
城
宮
三
四
九
号
、
『城

一

六
』
三
二

・
『城
二
七
』
二
〇
、
長
岡
京

一
三
四
七
号
）
。
『城
二
七
』
二
〇
は
、

郡
名
か
ら
記
載
す
る
と
い
う
書
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
同
じ
く
郡
名
か
ら
記
載
す

る

『城
二
三
』
二
〇
〇
が
割
書
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
段
階
か
ら
記
載
す
る

か
は
、
割
書
き
の
有
無
と
は
関
係
な
い
で
あ
ろ
う
。
隠
伎
国
の
荷
札
に
つ
い
て
の

先
行
研
究
は
比
較
的
厚
い
が
、
こ
れ
ら
の
例
外
的
な
資
料
を
ふ
ま
え
、
書
式
等
を

整
理
し
解
釈
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。
な
お
、
隠
伎

国
の
荷
札
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
氏
の
論
考
に
詳
し
い

（佐
藤

一
九
九
七
）
。

（
‐３
）

山
中
氏
が
、
郷
段
階
で
の
製
作
と
す
る
根
拠
と
し
て
、
郷
単
位
の
製
作
技
法
の

相
違
に
加
え
、
端
都
形
状
と
年
紀
の
書
き
方
の
相
違
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
氏
の
指
摘
す
る
端
部
形
状
と
書
式
の
相
達
を
、
写
真
を
実
見
し

た
う
え
で
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
形
で
提
示
し
た
。

（
・４
）

伊
豆
の
荷
札
に
は
、
ゆ
る
や
か
な
尖
頭
形
端
部
も
見
ら
れ
る
が
、
図
６
の
よ
う

な
端
部
の
現
わ
れ
方
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
た
め
に
、
今
回
は
表
に
は
反
映
さ
せ

な
か
っ
た
。

（
・５
）

隠
伎
国
の
荷
札
の
場
合
、
原
形
の
判
明
す
る
も
の
は
ほ
ぼ
全
て
が
〇
三

一
型
式

で
あ
る
。

（
・６
）
　

「堅
魚
」
と

「荒
堅
魚
」
は
、
製
品
や
加
工
の
程
度
の
差
だ
と
す
る
見
解
も
あ

る

（瀬
川
　
一
九
九
六
）
。
し
か
し
表
の
よ
う
に
、
郡
ご
と
の
差
が
見
ら
れ
、
賦
役

令
に

「荒
堅
魚
」
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
郡
に
よ
る
表
記
方
法
の
相
違
と
い

う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う

（亀
谷

一
九
九
五
ａ
）
。

（
・７
）

Ｕ
〇
四
二
の
直
頭
形
端
部
の
み
の
荷
札
は
、　
一
五
点
中
九
点
が
日
方
郡
の
も
の

で
あ
る
。

（
・８
）

紐
を
か
け
る
た
め
と
は
思
わ
れ
な
い
切
込
み
も
あ
る

（
『城
二
二
』
三
六
七
）
。

（
・９
）

切
込
み

一
箇
所
に
つ
き

一
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
例
え
ば
、
〇
三

一
型
式
で
す
べ
て

の
切
込
み
形
状
が
判
明
す
る
場
合
、
四
カ
ウ
ン
ト
と
な
る
。

（
２０
）
　

「三
角
形
と
そ
れ
以
外
の
形
状
が
併
存
」
と

「三
角
形
を
含
ま
な
い
」
に
該
当

す
る
組
合
せ
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

（Ｎ
＝
三
九
四
に
対
す
る
比
率
）
。

三
角
形
と
そ
れ
以
外
の
形
状
が
併
存

「三
角
形
十
台
形
」
三
二

。
一
％

「三
角
形
十
半
円
形
」
八

・
一
％

「三
角
形
十
台
形
十
半
円
形
」

一
・
五
％

三
角
形
を
含
ま
な
い

「台
形
の
み
」
五

・
三
％

「半
円
形
の
み
」
○

。
人
％

「台
形
十
半
円
形
」

一
・
五
％

（
２．
）

切
込
み
の
技
法
に
つ
い
て
は
、
山
中
氏
の
論
考
を
参
照

（山
中

一
九
九
二
）。

本
稿
中
の
製
作
技
法
名
は
、
す
べ
て
氏
の
論
考
に
よ
る
。

（
２２
）

実
際
の
木
簡
は
刀
子
を
用
い
て
製
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
本
実
験
は

小
刀
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
他
の
面
で
も
決
し
て
正
確
な
再
現
実
験
で
は
な
い
が
、

あ
る
程
度
は
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
２３
）

こ
の
よ
う
な
切
込
み
形
状
は
、
本
稿
で
は
三
角
形
状
切
込
み
と
し
て
扱

っ
て
い

Ｚ
Ｏ
。

（
２４
）

Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
上
の
荷
札
に
見
ら
れ
る
年
紀
は
、
大
学
府
の
調
綿
の
京
進
に
関

す
る
初
見
史
料

（
『続
日
本
紀
』
天
平
元
年
九
月
庚
寅
条
）
よ
り
も
遡
る
た
め
、

検
討
を
要
す
る
。
そ
の
た
め
、
年
代
の
幅
は
、
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
出
土
木
簡
と
二
条

大
路
出
土
木
簡
に
よ
つ
て
推
定
し
た
。

（
２５
）

こ
の
時
期
に
は
、
ま
だ
税
目
と
し
て
の
中
男
作
物
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と

す
る
見
解
も
あ
る
が

（渡
辺

一
一〇
〇

一
）
、
本
稿
の
論
点
を
外
れ
る
た
め
、
税
目

と
し
て
成
立
し
て
い
た
か
否
か
は
考
慮
せ
ず
、
便
宜
上

「中
男
作
物
」
と
呼
ぶ
。



古代荷札木簡の平面形態に関する考察

（
２６
）

こ
の
表
か
ら
も
、
端
部
形
状
が
製
作
者
の
相
違
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る

（本
稿
第
二
章
第

一
節
）。

（
２７
）

次
の
荷
札
の
記
載
例
な
ど
か
ら
、
米
は
俵
詰
め
で
運
ば
れ
た
と
推
測
さ
れ
る

（関
根

一
九
六
九
）
。

・赤穂
郡大
原郷
蒜
鮭桔輔
臥百
三料

・
井

庸

一
俵

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
晟

一
三

一
五
邑

（
２８
）

例
え
ば
次
の
よ
う
な
荷
札
で
あ
る
。

伊
雑
郷
多
比
鮨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ世
≦
∞
遜

ｏ留
ｑ
必

〓
こ
三
ハこ

こ
の
よ
う
な
、
二
条
大
路
出
上
の
志
摩
国
〇
五

一
型
式
の
荷
札
を
、
渡
辺
晃
宏

氏
は
志
摩
国
の
贄
荷
札
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
提
示
し
て
い
る

（渡
辺

一
九
九

一〇
。
私
見
で
は
、
御
食
国
で
あ
る
志
摩
国
の
貢
進
物
に
、
わ
ざ
わ
ざ
贄
と
表
記

す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
調
や
中
男
作
物
に
つ
い
て
税
目
を
記
す
こ
と
で
贄
と
区
別

し
た
と
考
え
て
い
る
た
め
、
渡
辺
氏
の
見
解
を
支
持
し
た
い
。

（
２９
）

神
亀
六
年
志
摩
国
輸
庸
帳
な
ど
か
ら
、
冨
一斗
」
が

一
籠
を
容
器
と
し
た
こ
と

が
う
か
が
え
る

（関
根

一
九
六
九
）
。

（
３０
）

な
お
、
〇

一
一
型
式
は
二
条
大
路
か
ら
は
出
土
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
遺
構

が
平
城
宮
外
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
か
、
ま
た
は
別
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、

検
討
の
余
地
が
あ
る
。
な
お
、
馬
場
基
氏
は
、
後
述
の
荷
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
荷

札
は
、
〇
五

一
型
式
の
場
合
と
〇

一
一
型
式
の
場
合
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
氏

の
見
解
に
よ
る
と
、
若
狭
国
調
塩
荷
札
の
発
送
時
の
組
合
せ
は
、
〇
三

一
型
式
十

〇
五

一
型
式
ま
た
は
〇
三

一
型
式
十
〇

一
一
型
式
と
な
る
。

（
３‐
）

塩
に
つ
い
て
は
、
図
形
塩
で
あ
っ
た
か
散
状
塩
で
あ
っ
た
か
が
問
題
に
な
る
。

八
世
紀
の
製
塩
は
地
域
に
よ
り
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

（岩

本

一
九
人
三
、
岸
本

一
九
九
二
、
近
藤

一
九
人
四
な
ど
）
、
各
地
の
個
別
的
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
荷
札
で
は
ほ
と
ん
ど
が

「斗
」
で
貢
進
量
を
表
現
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
散
状
塩
が
多
か
っ
た
と
考
え
て
お
く
。
た
だ
し
、
「顆
」
を
単

位
と
し
た
塩
荷
札
も
出
土
し
て
い
る

（平
城
宮
三
三
二
号
な
ど
）
。

（
３２
）

こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
馬
場
氏
よ
り
口
頭
に
て
直
接
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

詳
細
は
、
氏
の
論
考
を
待
ち
た
い
。

（
３３
）

例
え
ば
書
式
の
省
略
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、
〇
三

一
型
式
の
書
式
の
省
略
と

〇
五

一
型
式
の
書
式
の
省
略
を
、
必
ず
し
も
同
じ
次
元
で
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
。
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